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〈対　談〉「長活きの秘訣」を、学びあう。

銭谷眞美
あきぎん長活き学校校長 秋田銀行　取締役頭取
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当行では、ブランドスローガン

「創りたい未来がある。守りたい故郷がある。」を制定いたしました。

このスローガンに込められた

「ふるさとの未来」に対する情熱や使命感を全役職員が共有し、

経営理念である「地域共栄」の実現に向け取り組んでまいります。

ふるさと
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株式会社　秋田銀行
The Akita Bank, Ltd．
秋田県秋田市山王三丁目２番１号
明治１２年（１８７９年）１月
2兆5,707 億円
1兆6,032 億円
141億円

名 称

本 店 所 在 地
創 　 業
預金・譲渡性預金
貸 出 金
資 本 金

Profile
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183,936千株
11.48％（国内基準）
A+（JCR）
1,407名
本支店・出張所97か所

（秋田県内80、秋田県外16、インターネット1）

発 行 済 株 式 数
自 己 資 本 比 率
長 期 格 付
従 業 員 数
店 舗 数



02

06

08

12

18

20

22

26

14

航空機産業の「未来」

クラウドファンディングサービス
『 FAN  AKITA 』 

4月開校！あきぎん長活き学校

秋田県大仙市大曲

「あきぎんの2015年度」

日本屈指の格式と伝統を誇る「花火の街」

収益性・健全性／資産の健全化／
預金・預り資産の状況／貸出金の状況

トップメッセージ

〈特集①〉

〈特集②〉

〈特集③〉

〈地域情報〉

〈トピックス〉

〈業績ハイライト〉

〈店舗ネットワーク／ATM ネットワーク〉

〈対　談〉「長活きの秘訣」を、学びあう。

銭谷眞美
あきぎん長活き学校校長 秋田銀行　取締役頭取

湊屋隆夫×

目次

01 AKITA BANK REPORT 2016

当行では、ブランドスローガン

「創りたい未来がある。守りたい故郷がある。」を制定いたしました。

このスローガンに込められた

「ふるさとの未来」に対する情熱や使命感を全役職員が共有し、

経営理念である「地域共栄」の実現に向け取り組んでまいります。

ふるさと

AKITA
BANK
REPORT

の概要（平成28年3月31日現在）

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

株式会社　秋田銀行
The Akita Bank, Ltd．
秋田県秋田市山王三丁目２番１号
明治１２年（１８７９年）１月
2兆5,707 億円
1兆6,032 億円
141億円

名 称

本 店 所 在 地
創 　 業
預金・譲渡性預金
貸 出 金
資 本 金

Profile

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

183,936千株
11.48％（国内基準）
A+（JCR）
1,407名
本支店・出張所97か所

（秋田県内80、秋田県外16、インターネット1）

発 行 済 株 式 数
自 己 資 本 比 率
長 期 格 付
従 業 員 数
店 舗 数



け
た
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
当
行
の
収
益
体
質
の
改
善
に
向
け
て

は
、市
場
運
用
部
を
新
設
し
有
価
証
券
運

用
を
強
化
し
た
ほ
か
、平
成
23
年
度
か
ら

の
継
続
事
業
で
あ
る「
営
業
店
業
務
改
革

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
り
、
事
務
処

理
態
勢
の
効
率
化
に
よ
る
店
頭
の
生
産

性
向
上
お
よ
び
人
員
適
正
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
施
策
を
着
実
に
実
施
し

た
結
果
、お
客
さ
ま
か
ら
一
層
の
ご
支
持

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、計
画
期
間
中

に
は
預
金
お
よ
び
貸
出
金
と
も
に
過
去

最
高
の
残
高
を
更
新
し
、当
期
純
利
益
に

つ
き
ま
し
て
も
20
年
振
り
に
過
去
最
高

益
を
更
新
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、
秋
田

県
内
全
地
域
（
県
央
・
県
北
・
県
南
）
に

お
い
て
預
金
・
貸
出
金
と
も
に
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、当
行
を
取
り
巻
く
環

境
は
、人
口
減
少
や
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

の
導
入
な
ど
に
よ
り
、さ
ら
に
厳
し
さ
を

増
す
も
の
と
予
想
さ
れ
、こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
経
済
の
活
性
化
や
強
固
な
経
営

基
盤
の
構
築
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

ポ
ー
ト
や
自
治
体
の
地
方
版
総
合
戦
略

の
推
進
を
当
行
グ
ル
ー
プ
全
体
で
支
援

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
地
域
産
業
の
育

成
に
向
け
、「
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室
」

に
よ
る
6
次
産
業
化
支
援
の
拡
大
、「
海

外
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
室
」
に
お
け
る

海
外
進
出
支
援
の
ほ
か
、
航
空
機
産
業

へ
の
参
入
促
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
医
療
介
護
事
業
者
の
事
業
化
支

援
等
へ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、地
域
の
活
性
化
へ
の
取
組
み

と
し
て
、
県
内
各
自
治
体
と「
子
育
て
支

援
な
ら
び
に
定
住
促
進
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
た
ほ
か
、全
国
で
は
初
め
て
と

な
る
「
空
き
家
解
体
ロ
ー
ン
」
の
取
扱
い

な
ど
、地
域
の
課
題
解
消
に
対
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
2
月
に
は「
あ
き
ぎ
ん
エ
イ

ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
バ
ン
ク
宣
言
」を
制
定

し
、店
舗
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
行
員
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
資
格
取
得
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
に
加
え
、高
齢
者
の
方
々
が
活
き
活

き
と
長
生
き
す
る
秘
訣
を
学
び
あ
う「
あ

き
ぎ
ん
長
活
き
学
校
」を
開
校
い
た
し
ま

し
た
。ま
た
、「
秋
田
プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン
研

究
会
」を
設
立
し
、
多
世
代
が
生
き
が
い

を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
向

　
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ
り
秋
田
銀
行
を

お
引
き
立
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
行
に
対
す
る
ご
理
解
を
一
層
深
め

て
い
た
だ
き
た
く
、「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
　
Ｂ

Ａ
Ｎ
Ｋ
　
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
」を
作
成
い
た

し
ま
し
た
。本
誌
で
は
、
当
行
の
経
営
方

針
、
地
域
の
お
客
さ
ま
へ
の
取
組
み
、
最

近
の
業
績
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お

り
ま
す
の
で
、ご
高
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

 

　
当
行
で
は
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
27

年
度
の
3
年
間
に
わ
た
り
、「
期
待
を
超

え
る
価
値
を
提
供
し
続
け
る
銀
行
」を
目

指
し
、中
期
経
営
計
画「
あ
き
ぎ
ん〈
し
ん

か
３
〉プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
み
、
重

点
方
針
に
基
づ
く
様
々
な
施
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
6
月
に
、地
方
創
生
へ
の
取

組
み
を
目
的
に「
株
式
会
社
あ
き
ぎ
ん
リ

サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」を
設
立

し
、
企
業
の
経
営
に
関
す
る
幅
広
い
サ

「
地
域
経
済
の
質
を

高
め
る
と
と
も
に
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
創
造
し
、

成
長
し
続
け
る
銀
行
」
を
目
指
し
て

T O P  M E S S A G E

取締役頭取

■「
あ
き
ぎ
ん〈
し
ん
か
３
〉

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
振
り
返
っ
て

▼ 経営目標の達成状況
達成状況

未達成
達成
達成
達成
達成
達成

実　績

2兆5,707億円
1兆6,032億円
91億円
64億円
11.48%
2.57%

目　標

2兆5,800億円以上
1兆5,000億円以上
80億円以上
30億円以上
11.00%以上
3.50%未満

総 預 金 残 高
総 貸 出 残 高
コ ア 業 務 純 益
当 期 純 利 益
自 己 資 本 比 率
不 良 債 権 比 率

「
地
域
経
済
の
質
を

高
め
る
と
と
も
に
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
創
造
し
、

成
長
し
続
け
る
銀
行
」
を
目
指
し
て
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長
し
続
け
る
銀
行
」
を
目
指
し
て

T O P  M E S S A G E

取締役頭取

■「
あ
き
ぎ
ん〈
し
ん
か
３
〉

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
振
り
返
っ
て
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91億円
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2.57%
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不 良 債 権 比 率

「
地
域
経
済
の
質
を

高
め
る
と
と
も
に
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
創
造
し
、

成
長
し
続
け
る
銀
行
」
を
目
指
し
て
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二
つ
目
の
「
営
業
基
盤
拡
大
戦
略
」
で

は
、
お
客
さ
ま
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
付
加
価
値
の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
よ
り
、
取
引
の
深
掘
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
、営
業
店
お
よ
び
本
部

業
務
の
改
革
を
進
め
事
務
部
門
か
ら
営
業

部
門
へ
人
員
を
シ
フ
ト
す
る
こ
と
で
、
お

客
さ
ま
と
の
接
点
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
三
つ
目
の
「
人
材
・
組
織
強
化
戦
略
」

に
お
き
ま
し
て
は
、地
域
活
性
化
お
よ
び

営
業
基
盤
拡
大
に
向
け
、質
の
高
い
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
高
い
専

門
性
を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、本
部
に
お
け
る
営
業
店
支
援
機
能
を

強
化
し
、
お
客
さ
ま
や
地
域
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
う
る
組
織
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
当
行
で
は
、
こ
れ
ら
の
基
本
戦
略
に
基

づ
く
施
策
に
取
り
組
み
、
着
実
に
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
で
引
き
続
き
地
域
経
済
の
活

性
化
お
よ
び
企
業
価
値
の
向
上
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。新
た
に
掲
げ
た
ブ
ラ
ン

ド
ス
ロ
ー
ガ
ン「
創
り
た
い
未
来
が
あ
る
。

守
り
た
い
故
郷
が
あ
る
。」の
も
と
、
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
、
経
営
理
念
で
あ

る「
地
域
共
栄
」を
実
現
で
き
る
よ
う
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
前
中
期
経
営
計
画
を
踏
ま
え
、
平
成
28

年
度
か
ら
平
成
30
年
度
を
計
画
期
間
と
す

る
新
・
中
期
経
営
計
画
「《
あ
き
ぎ
ん
》
み

ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
創
り
た
い
未
来
、

守
り
た
い
故
郷
〜
」
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。本
中
期
経
営
計
画
で
は
、①
地
域
活
性

化
戦
略
、②
営
業
基
盤
拡
大
戦
略
、③
人

材
・
組
織
強
化
戦
略
の
３
つ
を
基
本
戦
略

と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。当
行
の
10
年

後
の
目
指
す
姿
で
あ
る
「
地
域
経
済
の
質

を
高
め
る
と
と
も
に
、
住
み
よ
い
地
域
社

会
を
創
造
し
、成
長
し
続
け
る
銀
行
」の
実

現
に
向
け
て
、本
中
期
経
営
計
画
を「
改
革

を
進
め
持
続
的
な
成
長
へ
の
礎
を
築
く
3

年
間
」と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
一
つ
目
の
基
本
戦
略
で
あ
る
「
地
域
活

性
化
戦
略
」に
お
い
て
は
、お
取
引
先
企
業

へ
の
積
極
的
な
支
援
や
地
域
産
業
の
育
成

支
援
、成
長
分
野
へ
の
取
組
み
を
強
化
し
、

地
域
経
済
の
質
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
治
体
を
は
じ
め
と
し
た
外
部

機
関
と
の
連
携
強
化
や
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
バ
ン
ク
宣
言
に
基
づ
く
事
業
を
展
開

し
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
新
・
中
期
経
営
計
画

「《
あ
き
ぎ
ん
》み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
創
り
た
い
未
来
、守
り
た
い
故
郷
〜
」
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～創りたい未来、 　　守りたい故郷～
《あきぎん》みらい プロジェクト

経営目標（最終年度）　

2兆6,000億円以上

総貸出金残高（末残）

総預金残高（末残）

1兆7,000億円以上

当 期 純 利 益 40億円

自 己 資 本 比 率 10％以上

人材・組織強化戦略
●重点施策

基本戦略 Ⅲ

営業推進態勢の再構築

人材の強化

組織体制の強化

経営管理態勢の強化

地域活性化戦略
●重点施策

基本戦略 Ⅰ

中小企業への積極的支援

地域産業の育成支援

成長分野への取組み

住みよい地域づくりの支援

企業価値

新・中期経営計画がスタート！【計画期間：平成28年4月～平成31年3月】

改革を進め
持続的な成長への礎を築く

新中期経営計画

営業基盤拡大戦略
●重点施策

基本戦略 Ⅱ

法人顧客基盤の拡充

リテール営業基盤の拡大

生産性向上と効率化への取組み

有価証券運用の強化

CS向上への取組み
基本戦略 Ⅲ

基本戦略 Ⅰ
基本戦略 Ⅱ

前中期経営計画

あきぎん〈しんか3〉プロジェクト

10年後の当行の目指すべき姿
地域経済の質を高めるとともに、
住みよい地域社会を創造し、
成長し続ける銀行

地域
経済の
活性化

経営理念
「地域共栄」

当行の
企業価値
向上
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●企業と教育機関のコラボレーションによる
　大学・高校への専門的なカリキュラムの導入

●国際的な認証取得により拠点形成に向けた
　一貫工程化が進展
●航空機産業をリードする中核的人材の増加

5年後の目指す姿

新たな視点

主な重要業績評価指標（KPI）
航空機産業の製造品出荷額

主な取組み
❶認証取得 【H27～H29】
　特殊工程等に係る認証取得経費に対する支援

❷サプライチェーン※1構築 【H27～H31】
　県内企業が持つシーズ※2の情報交換会の開催、航
空機産業コーディネーターによる県内外企業との
マッチング

❸共通産業インフラ整備 【H27～H31】
　一貫工程を受注するための県内企業共通の産業イ
ンフラ導入支援

❹マッチング 【H27～H31】
　航空機産業アドバイザーによる大手メーカーとの
マッチング支援

❺人材育成 【H27～H31】
　・中核的人材育成に係る研修会開催や長期研修経
費支援、語学力を有する技術者の育成に向けた
講習会開催や専門家派遣

　・技術者による大学、高校等での特別講義の実施、
インターンシップ等の実施

　・工業系高校等への専門的なカリキュラムの導入、
県立大学における専門科目の拡充

❻新たな航空機ビジネスの創出 【H28～H31】
　MRO※3など、空港を活用した航空機ビジネスやビ
ジネスジェットの事業化の検討

※1.サプライチェーン：原材料・部品の調達から最終消費者に届くまでの全
体的な流れ。※2.シーズ：新製品開発のもとになる加工技術。※3.MRO：
Maintenance, Repair & Overhaulの略称で、整備・修理・重整備（分解点
検）のこと。

現 状
2013年

将 来
2032年

航空機産業の振興と専門人材の育成
あきた未来総合戦略

　当行では、平成27年11月に新規参入企業向けのセミナー
として、「航空機産業セミナーin潟上【航空機産業の未来】」を
秋田県および潟上市と共催しました。
　講師には国内航空機業界大手のIHI株式会社で勤務経験
のある秋田県立大学コーディネーター・佐藤幸徳氏と潟上市
への進出が決定した航空機エンジン部品を製造する山本精
機株式会社・開発特命部長の算用子裕氏の２名をお招きしま
した。
　佐藤氏からは、航空機産業の現状と今後の展望について、
データ分析を用いた講演を行っていただきました。
　講演では、『将来的にアジアを中心とした世界の航空旅客数
が大幅に増加する見込みであり、それにともない今後20年間
で航空機産業の需要は現状の約２倍を見込んでいる。また、
ボーイングやエアバスの機体部品の多くが日本で製造されて
おり、航空機の需要拡大基調にある今、新規参入することで
長期安定的な受注が期待できる。』とのお話があり、航空機産
業への参入メリットを解説いただきました。
　また、算用子氏からは、自らの会社を例に挙げ、『大手企業
以外でも航空機産業への参入は十分に可能である。ただし、
参入するには航空機専担者を任命し他の部門と区別する姿

勢と、素材から製品完成まで一貫して行う体制の構築が必要
である。そして何よりも航空機産業に対する熱意が重要であ
る。』とご講演いただきました。
　秋田県内において、金融機関、県および市町村の共催によ
る航空機産業への参入に向けた具体的な取組みは初の試み
となりました。県内企業の参加はもちろん一部の自治体からも
ご参加いただき、県内航空機産業の発展へ地域一体となって
取り組んでおります。

　今後、秋田県での航空機産業の振興をはかるためには、県
内の多くの企業に新規参入していただくことが不可欠です。ま
た、航空機部品の種類が何万種類もある特性から、「『一定の
工程』を同じ地域で『一度に受注（一貫工程で受注）』」するこ
とも重要となり、同産業に従事する人材の育成も必要となりま
す。こうした課題を解決するため、秋田県や県内市町村との連
携に加え、大学をはじめとする専門機関との協力体制を築き、

産学官金連携の地域一体となった各種施策を展開してまいり
ます。
　具体的には、同産業への新規参入をお考えのお客さまに対
するファイナンスの支援に加え、参入に有効な情報の提供を
行うため、各種認定取得に対応する補助金の紹介や行政と連
携したセミナーの開催などを継続して実施していく予定です。
　今後も県内企業の裾野拡大に向けた取組みを継続し、秋田
県の産業発展に努めてまいります。
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するファイナンスの支援に加え、参入に有効な情報の提供を
行うため、各種認定取得に対応する補助金の紹介や行政と連
携したセミナーの開催などを継続して実施していく予定です。
　今後も県内企業の裾野拡大に向けた取組みを継続し、秋田
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Ｑ：きっかけを教えてください。
Ａ：住みよい地域づくりに向けた取組みを模索しているなか、
地域の活性化や課題解決に向けて様々な事業に挑戦している
若手起業家やNPO法人の方 と々出会うことがありました。こうした
事業者と情報交換を重ねていくなかで、創業融資や補助金だけ
では、必要資金を賄いきれないケースがあるということを知り、
秋田に活力をもたらすプロジェクトに対し、県民が支援する仕組
みとしてクラウドファンディングサービスの取扱いをできないか
と考えたことがきっかけです。
Ｑ：工夫した点を教えてください。
Ａ：FAN AKITAの開設にあたっては、他のクラウドファンディン
グサービスとどのようにして差別化をはかるかが課題でした。
多くのサービスが非対面でプロジェクトを組成することに対し、
FAN AKITAは、事業者との十分な擦り合せにより、事業計画の
検証やコンテンツの作成を行う点が大きく異なっており、事業の
実現をより一層後押しできる仕組みとしました。

Ｑ：運営するなかで感じていることは?

Ａ：当初は、採りあげしたプロジェクトに支援が得られるか心配
になることがありましたが、徐々にサービスの周知が進んできた
ことに少し安堵しています。
　開設以降、毎月3～4件の相談がありますが、通常の融資業務では
なかなか接点を持つ機会がなかった事業者からの相談も相次いで
おり、裾野を広げるといった意味では有意義であると感じています。
Ｑ：今後の展開を教えてください。
Ａ：今後、支援時の決済機能の多様化や営業店窓口による周知活
動の強化をはかり、より資金調達しやすい環境をつくることが目標
です。また、これまでのプロジェクトは、非営利のプロジェクトが大多
数ですが、今後は営利企業による商品開発や観光事業者による
誘客促進に資する事業などにも活用いただきたいと考えています。
「秋田を愛する人（ファン）の力を結集し、扇（FAN）となって応援
の風を送る－」。そんな想いをつなぐサービスとしてFAN AKITA

を成長させていければと思います。

それぞれの想いをつなぐサービスとして
FAN AKITAを
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ー
ン
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

　
昨
年
度
、
国
の
ふ
る
さ
と
投
資
連
絡
会
議

が
公
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
市
場
規
模
は
２
０
０
億

円
を
突
破
し
、
そ
の
後
も
拡
大
傾
向
に
あ
り

ま
す
。こ
う
し
た
背
景
に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
）の
普
及
・
発
展
に
よ
り
、以
前
に

比
べ
て
事
業
者
の
情
報
を
支
援
者
が
容
易
に

入
手
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る

た
め
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
資
金
の
確
保
に

加
え
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

に
よ
る
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
可
能
性
が
広
が

り
ま
す
。ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
市
場
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
か
否
か
を
判
断
す
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
と
し
て
の
活
用
も

可
能
で
す
。

　
前
述
の
よ
う
に
Ｆ
Ａ
Ｎ 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
は
、

目
標
金
額
の
達
成
後
に
支
援
者
へ
物
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
返
礼
す
る
こ
と
を
取
り
決
め

て
お
り
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
す
る

招
待
券
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
返
礼

品
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
支
援
者
に
「
見
た

い
、参
加
し
た
い
、食
べ
て
み
た
い
」と
い
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
意
識
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
点
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で

す
。一
方
、支
援
者
に
と
っ
て
も
、地
域
活
性

化
に
資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
小
さ
な
リ

ス
ク
の
み
で
応
援
で
き
る
こ
と
か
ら
、
参
加

型
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
場
産
品
の
消
費
・
Ｐ

Ｒ
な
ど
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
と
言
え
ま
す
。

持続可能な地域づくりに向
け、地域の諸問題解決や活
性化に資する様々なプロジェ
クトに取り組む事業者を支援
するためのクラウドファンディ
ング「FAN AKITA」を平成27

年8月に開設しました。

大沢 直希秋田銀行 地域サポート部 主査

担当者インタビュー

特 集
S P E C I A L  I S S U E

　
事
業
者
に
と
っ
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
有
効
に
活
用
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
当

該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
り
広
く
情
報
発
信
す

る
と
と
も
に
、信
用
を
付
与
し
た
う
え
で
、支

援
者
か
ら
共
感
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｆ
Ａ
Ｎ 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
開
設
に
あ
た
っ

て
は
、
秋
田
県
内
で
絶
大
な
新
聞
購
読
者
数

を
誇
る
秋
田
魁
新
報
社
が
持
つ
情
報
発
信

力
、
す
で
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事

業
者
と
し
て
実
績
の
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
サ
ー

ビ
ス
運
営
力
に
、
当
行
が
地
域
金
融
機
関
と

し
て
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
を
付
け
加

え
る
こ
と
で
、
革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、秋
田
魁
新
報
社
と
の
連
携
は
、紙
面

を
通
し
た
情
報
発
信
に
よ
り
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

だ
け
で
は
接
点
の
少
な
い
中
高
年
層
に
も

有
効
に
働
き
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
に
あ
た
っ

て
取
材
・
編
集
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
点
で
共

感
を
得
や
す
く
な
る
こ
と
が
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
す
。

クラウドファンディングは、Crowd(人々、一般大衆)とFunding(資金調達)という言葉を合わ
せた造語で、インターネットを介して一般の人々から資金調達を行う仕組みを言います。

クラウドファンディングとは？

事業計画のブラッシュアップ
プロジェクト内容の取材
プロジェクトコンテンツの作成

プロジェクト掲載 情報発信

サポーター

心のこもった資金

地域の資源を活用した
プロジェクト
地域の課題解決に向けた
プロジェクト
秋田の魅力を発信する
プロジェクト

心のこもった資金

物やサービスをリターン（プロジェクト達成時）

プロジェクト
オーナー

メリット
●事業者にとってクラウドファンディングが実現しやすい環境
●プロジェクトに魅力と信用を与え、支援者が参加しやすい環境

秋田銀行

秋田魁新報社ミュージック
セキュリティーズ
●コンテンツのブラッシュアップ
●WEB管理
●資金決済

●案件発掘　●事業計画のブラッシュアップ
●営業店窓口による情報発信

●サービス運営主体
●コンテンツの作成
●紙面による情報発信

3者連携によるサービス
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Ｑ：きっかけを教えてください。
Ａ：住みよい地域づくりに向けた取組みを模索しているなか、
地域の活性化や課題解決に向けて様々な事業に挑戦している
若手起業家やNPO法人の方 と々出会うことがありました。こうした
事業者と情報交換を重ねていくなかで、創業融資や補助金だけ
では、必要資金を賄いきれないケースがあるということを知り、
秋田に活力をもたらすプロジェクトに対し、県民が支援する仕組
みとしてクラウドファンディングサービスの取扱いをできないか
と考えたことがきっかけです。
Ｑ：工夫した点を教えてください。
Ａ：FAN AKITAの開設にあたっては、他のクラウドファンディン
グサービスとどのようにして差別化をはかるかが課題でした。
多くのサービスが非対面でプロジェクトを組成することに対し、
FAN AKITAは、事業者との十分な擦り合せにより、事業計画の
検証やコンテンツの作成を行う点が大きく異なっており、事業の
実現をより一層後押しできる仕組みとしました。

Ｑ：運営するなかで感じていることは?

Ａ：当初は、採りあげしたプロジェクトに支援が得られるか心配
になることがありましたが、徐々にサービスの周知が進んできた
ことに少し安堵しています。
　開設以降、毎月3～4件の相談がありますが、通常の融資業務では
なかなか接点を持つ機会がなかった事業者からの相談も相次いで
おり、裾野を広げるといった意味では有意義であると感じています。
Ｑ：今後の展開を教えてください。
Ａ：今後、支援時の決済機能の多様化や営業店窓口による周知活
動の強化をはかり、より資金調達しやすい環境をつくることが目標
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数ですが、今後は営利企業による商品開発や観光事業者による
誘客促進に資する事業などにも活用いただきたいと考えています。
「秋田を愛する人（ファン）の力を結集し、扇（FAN）となって応援
の風を送る－」。そんな想いをつなぐサービスとしてFAN AKITA

を成長させていければと思います。
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地
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ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
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事
業
者
の
３
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連
携
に
よ
る

本
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の
仕
組
み
や
、サ
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利
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の
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介
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す
。

F
A
N 

A
K
I
T
A

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

　
Ｆ
Ａ
Ｎ 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
は
、
事
業
者
が
実
施

す
る
企
画
ご
と
に
目
標
金
額
を
設
定
し
、

Ｆ
Ａ
Ｎ 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
「
秋

田
魁
新
報
」の
紙
面
な
ど
を
通
し
て
、小
口
の

資
金
提
供
を
呼
び
か
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
現
を
支
援
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。目
標
金
額
を
達
成
し
た

場
合
、
支
援
者
に
は
、
事
業
者
か
ら
物
品
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
リ
タ
ー
ン
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

　
昨
年
度
、
国
の
ふ
る
さ
と
投
資
連
絡
会
議

が
公
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
市
場
規
模
は
２
０
０
億

円
を
突
破
し
、
そ
の
後
も
拡
大
傾
向
に
あ
り

ま
す
。こ
う
し
た
背
景
に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
）の
普
及
・
発
展
に
よ
り
、以
前
に

比
べ
て
事
業
者
の
情
報
を
支
援
者
が
容
易
に

入
手
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る

た
め
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
資
金
の
確
保
に

加
え
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

に
よ
る
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
可
能
性
が
広
が

り
ま
す
。ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
市
場
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
か
否
か
を
判
断
す
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
と
し
て
の
活
用
も

可
能
で
す
。

　
前
述
の
よ
う
に
Ｆ
Ａ
Ｎ 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
は
、

目
標
金
額
の
達
成
後
に
支
援
者
へ
物
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
返
礼
す
る
こ
と
を
取
り
決
め

て
お
り
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
す
る

招
待
券
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
返
礼

品
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
支
援
者
に
「
見
た

い
、参
加
し
た
い
、食
べ
て
み
た
い
」と
い
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
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が
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。
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重箱など古民家の所蔵品は、2階に展示予定

オープンに向けて改修工事が進む古民家千秋公園本丸から見る打ち上げ花火

今年の開催を宣言した記者会見の様子

1979年秋田県羽後町生まれ。
2000年に有限会社後藤建設
（現・株式会社後藤建設）に入社、
2006年に代表取締役就任。今年
1月に「FAN AKITA」で支援を募っ
たところ、同ファンド「最速」の27

時間で目標を達成した。

力
が
大
き
い
こ
と
か
ら
で
す
。実
際
、新
聞
に

掲
載
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
認
知
さ
れ
、
最
終
的
に
目
標
金
額
の

倍
以
上
の
資
金
を
支
援
し
て
も
ら
え
ま
し
た

し
、店
の
宣
伝
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
」

　
現
在
、
８
月
10
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
改
修
工
事
が
進
行
中
。ア
ー
チ
型

の
入
り
口
や
太
い
梁
を
生
か
し
た
手
前
の
ス

ペ
ー
ス
は
客
席
に
、
中
央
の
内
蔵
は
ワ
イ
ン

セ
ラ
ー
に
、
２
階
は
年
代
物
の
重
箱
や
食
器

の
展
示
室
に
生
ま
れ
変
わ
る
予
定
で
す
。イ

タ
リ
ア
語
で「
伝
統
的
」を
意
味
す
る「
ク
ラ

シ
コ
」を
、「
蔵
し
こ
」と
表
記
し
て
店
に
名
付

け
た
後
藤
氏
は
、
伝
統
あ
る
建
物
と
と
も
に

店
が
長
く
地
域
で
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

し
の
声
。そ
し
て
何
よ
り
、「
Ｆ
Ａ
Ｎ 

Ａ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
Ａ
」の
支
援
で
し
た
。

　「
経
済
的
な
支
援
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、応

援
し
て
く
れ
る
人
が
日
々
増
え
て
い
る
と
い

う
『
精
神
的
な
支
援
』
が
大
き
か
っ
た
で
す

ね
」と
は
会
長
の
川
口
雅
�
氏
。ま
た
副
会
長

の
中
村
瑞
樹
氏
は
、「
支
援
者
の『
魂
の
結
集
』

を
感
じ
、
こ
れ
を
裏
切
ら
れ
な
い
と
自
分
た

ち
を
鼓
舞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
同

フ
ァ
ン
ド
の
意
義
を
語
り
ま
す
。

　
周
辺
店
舗
の
売
り
上
げ
が
５
割
増
に
な
る

な
ど
の
経
済
効
果
も
も
た
ら
し
た
「
千
秋
花

火
」は
、
今
年
も
９
月
18
日
に
開
催
を
予
定
。

今
年
は「
Ｆ
Ａ
Ｎ 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
」の
ほ
か
、ふ
る

さ
と
納
税
制
度
や
県
の
助
成
金
も
活
用
し
、

花
火
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
羽
後
町
の
後
藤
建
設
に
、
中
心
部
の
西
馬

音
内
に
建
つ
築
１
２
０
年
の
古
民
家
の
解
体

依
頼
が
き
た
の
は
、２
年
前
の
こ
と
。迫
力
あ

る
剥
き
出
し
の
梁
や
内
蔵
・
味
噌
蔵
を
目
に

し
た
社
長
の
後
藤
裕
樹
氏
は
、「
こ
ん
な
貴
重

な
建
物
を
町
か
ら
無
く
し
て
し
ま
う
の
は

も
っ
た
い
な
い
」と
自
社
で
買
い
取
り
、リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン（
改
修
）し
て
町
の
た
め
に
活
用

す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　「
以
前
か
ら
、ゆ
っ
く
り
落
ち
着
い
て
お
酒

が
飲
め
る
店
が
町
内
に
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

た
」と
い
う
後
藤
氏
が
決
め
た
活
用
法
は
、ワ

イ
ン
バ
ー
。自
身
が
ワ
イ
ン
好
き
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
町
内
に
は
同
じ
業
種
の
店
が
無

い
の
で
既
存
飲
食
店
の
営
業
を
妨
げ
な
い
、

と
い
う
点
も
理
由
で
し
た
。も
ち
ろ
ん
ワ
イ

ン
以
外
の
お
酒
や
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ド
リ
ン

ク
も
揃
え
、多
く
の
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

中
心
部
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

　
昨
年
秋
に
買
い
取
り
後
、
予
想
以
上
に
多

額
の
改
修
・
開
業
費
用
が
必
要
だ
と
感
じ
た

後
藤
氏
は
、「
Ｆ
Ａ
Ｎ 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
」を
活
用

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　「『
Ｆ
Ａ
Ｎ 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
』
を
選
ん
だ
の

は
、
地
域
に
特
化
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応

援
し
て
い
る
こ
と
、
地
元
紙
で
あ
る
秋
田
魁

新
報
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
県
内
へ
の
発
信

ご利用先インタビュー

「古民家ワインバー」で
羽後町西馬音内に活気を！
株式会社後藤建設 代表取締役社長 後藤裕樹氏
プロジェクトオーナー

特定非営利法人あきた元気倶楽部
プロジェクトオーナー

　「
千
秋
公
園
の
二
の
丸
か
ら
花
火
を
打
ち

上
げ
、
中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
つ
く
り
出

し
て
秋
田
市
を
元
気
に
し
た
い
」。そ
ん
な
想

い
か
ら
設
立
さ
れ
た
特
定
非
営
利
法
人
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）
あ
き
た
元
気
倶
楽
部
。助
成
金
に
頼

ら
ず
民
間
資
金
１
０
０
％
で
実
施
し
よ
う

と
、
任
意
団
体
と
し
て
発
足
直
後
か
ら
市
内

の
企
業
や
住
民
に
協
賛
金
を
募
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
過
去
に
事
例
の
な
い
イ
ベ
ン
ト

と
あ
っ
て
支
援
は
思
う
よ
う
に
集
ま
り
ま
せ

ん
。そ
ん
な
時
、
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
の

「
Ｆ
Ａ
Ｎ 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
」を
勧
め
ら
れ
、
早
速

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
予
定
日

の
10
日
前
に
目
標
金
額
を
達
成
。フ
ァ
ン
ド

成
立
の
第
一
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
資
金
調
達
の
一
方
、
花
火
に
と

も
な
う
イ
ベ
ン
ト
「
千
秋
花
火 

あ
き
た
元
気

祭
り
」の
企
画
や
準
備
、市
役
所
や
消
防
・
警

察
な
ど
の
許
認
可
取
得
に
奔
走
。そ
の
甲
斐

あ
っ
て
、
９
月
19
日
に
は
千
秋
公
園
の
二
の

丸
に
約
１
０
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、周
辺
は
１
万
８
千

人
以
上
の
観
衆
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
過
去
に
事
例
が
な
く
、
し
か
も
安
全
確
保

に
最
大
限
の
配
慮
が
必
要
な
花
火
の
イ
ベ
ン

ト
だ
け
に
、
開
催
ま
で
の
会
員
た
ち
の
苦
労

は
大
変
な
も
の
で
し
た
。で
も
そ
の
た
び
に

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は
、
市
民
の
励
ま

千秋公園で花火を上げて
中心市街地を元気に！

千秋公園での花火打ち上げのイ
ベントを通じて、秋田市の中心市
街地を元気にすることを目的に、
昨年1月に任意団体として発足。
その後8月にNPO法人認証を取
得。秋田市の企業経営者12名で
スタートし、現在の会員は22名。

副会長
中村 瑞樹氏

会長
川口 雅�氏

町
な
か
の
古
民
家
を

人
が
集
ま
る
場
に

地
元
紙
の
発
信
力
で

目
標
の
倍
の
金
額
を
達
成

「
精
神
的
な
支
援
」で

苦
労
を
乗
り
越
え
ら
れ
た

イ
ベ
ン
ト「
千
秋
花
火
」で

約
２
万
人
の
賑
わ
い
を
創
出
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が
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８
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梁
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２
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建
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れ
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ね
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の
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口
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副
会
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の
中
村
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は
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者
の『
魂
の
結
集
』

を
感
じ
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こ
れ
を
裏
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な
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と
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た
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と
同
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の
意
義
を
語
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。
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辺
店
舗
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売
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の
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に
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の
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２
０
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の
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の
解
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が
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た
の
は
、２
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前
の
こ
と
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剥
き
出
し
の
梁
や
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蔵
・
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噌
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を
目
に

し
た
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長
の
後
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は
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を
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く
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取
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改
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に
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。
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以
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着
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お
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に
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し
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と
思
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が
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イ
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で
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こ

と
に
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、
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に
は
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種
の
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が
無
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の
で
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の
営
業
を
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な
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、

と
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う
点
も
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で
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お
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、多
く
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に
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も
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中
心
部
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に
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が
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で
す
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に
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後
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予
想
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に
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の
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と
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後
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と
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特定非営利法人あきた元気倶楽部
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千
秋
公
園
の
二
の
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か
ら
花
火
を
打
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上
げ
、
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心
市
街
地
に
賑
わ
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を
つ
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て
秋
田
市
を
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気
に
し
た
い
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想
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か
ら
設
立
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た
特
定
非
営
利
法
人
（
Ｎ
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Ｏ
）
あ
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た
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気
倶
楽
部
。助
成
金
に
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ら
ず
民
間
資
金
１
０
０
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で
実
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し
よ
う

と
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任
意
団
体
と
し
て
発
足
直
後
か
ら
市
内

の
企
業
や
住
民
に
協
賛
金
を
募
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
過
去
に
事
例
の
な
い
イ
ベ
ン
ト

と
あ
っ
て
支
援
は
思
う
よ
う
に
集
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せ

ん
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な
時
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の
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勧
め
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、
早
速

募
集
し
た
と
こ
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、
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定
日

の
10
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前
に
目
標
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額
を
達
成
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ド
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立
の
第
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号
と
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た
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こ
う
し
た
資
金
調
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の
一
方
、
花
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に
と

も
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イ
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ト
「
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花
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あ
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気
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企
画
や
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、市
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所
や
消
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・
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な
ど
の
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認
可
取
得
に
奔
走
。そ
の
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あ
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て
、
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月
19
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に
は
千
秋
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園
の
二
の
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に
約
１
０
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、周
辺
は
１
万
８
千

人
以
上
の
観
衆
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
過
去
に
事
例
が
な
く
、
し
か
も
安
全
確
保

に
最
大
限
の
配
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が
必
要
な
花
火
の
イ
ベ
ン

ト
だ
け
に
、
開
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ま
で
の
会
員
た
ち
の
苦
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は
大
変
な
も
の
で
し
た
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も
そ
の
た
び
に

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は
、
市
民
の
励
ま

千秋公園で花火を上げて
中心市街地を元気に！

千秋公園での花火打ち上げのイ
ベントを通じて、秋田市の中心市
街地を元気にすることを目的に、
昨年1月に任意団体として発足。
その後8月にNPO法人認証を取
得。秋田市の企業経営者12名で
スタートし、現在の会員は22名。

副会長
中村 瑞樹氏
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川口 雅�氏

町
な
か
の
古
民
家
を
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が
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に
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28年4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

開校式

第１回授業（秋田市）
「コト起こしの秘訣を知ろう
　　～音楽がみんなをつなぐ～」
太田徹さん・柴田陽子さん

第２回授業（能代市）
「外から秋田に飛び込んでみた
　　～泳いでわかる秋田の魅力～」
土井敏秀さん・加賀谷優さん

第３回授業（横手市）
「旅をすることと、旅をする人を受け入れること」
石井清人さん・藤井けい子さん

夏休み

第４回授業（秋田市）

第５回授業（県北地域）

第６階授業（県南地域）

第７回授業（秋田市）

※9～12月の授業内容・開催地については、あらためて
　店頭やホームページでご案内いたします。

授業の様子 記念講演での銭谷校長放課後に談笑する先生と生徒

特 集
S P E C I A L  I S S U E

あ
き
ぎ
ん
長
活
き
学
校

４
月
開
校
！

　
日
本
一
の
高
齢
化
県
か
ら
日
本
一
長

活
き
す
る
県
へ
。そ
の
想
い
を
実
現
す
る

た
め
に
、
当
行
で
は
、
平
成
27
年
２
月
に

「
あ
き
ぎ
ん
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
バ
ン

ク
宣
言
―
長
活
き
す
る
秋
田
へ
―
」を
制

定
し
ま
し
た
。

　「
長
活
き
」は
、当
行
が
提
唱
す
る
新
し

い
概
念
で
す
。一
般
的
な「
長
生
き
」で
は

な
く
、「
活
き
活
き
と
長
く
生
き
る
」と
い

う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。長
活
き
す
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
創
出
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
経
済
活
動
が
生
ま
れ
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。　

　「
長
活
き
学
校
」
は
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
バ
ン
ク
宣
言
の
メ
イ
ン
事
業
と
し

て
今
年
４
月
に
開
校
い
た
し
ま
し
た
。地

域
の
高
齢
者
の
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
活
躍
の
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、「
学
び
た
い
」と
い
う
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
が「
長
活
き
の
秘
訣
」と
考
え
、そ

の
思
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。好

奇
心
や
興
味
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
人
た

ち
が
学
び
あ
い
、刺
激
を
得
て
さ
ら
に
学

び
を
深
め
て
い
く
、生
徒
が
楽
し
い
こ
と

や
自
慢
し
た
い
も
の
を
伝
え
た
い
と
思

え
ば
だ
れ
で
も
先
生
に
な
れ
る
、そ
れ
が

長
活
き
学
校
で
す
。

　
長
活
き
学
校
は
、
平
成
27
年
11
月
の

「
プ
レ
開
校
式
」、平
成
28
年
２
月
、３
月
の

「
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
」を
経
て
、４
月
に「
開
校

式
」を
開
催
し
て
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。今
後
は
、月
１
回
程
度
、県
内
各

地
で
授
業
を
開
催
し
、
秋
田
県
全
体
に

「
長
活
き
」を
広
め
て
い
き
ま
す
。

　
長
活
き
学
校
の
校
長
に
東
京
国
立
博

物
館
・
館
長
を
務
め
る
銭
谷
眞
美
さ
ん

（
秋
田
市
出
身
）
に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
開
校
式
の
記
念
講
演
で
は「
学
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
」に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　『
私
は
、
物
事
を
地
理
的
・
歴
史
的
に

学
び
・
考
え
る
こ
と
が
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
も
、地
域
に
と
っ
て
も
必
要
な
こ

と
だ
と
思
い
、全
国
に「
ふ
る
さ
と
学
習
」

を
提
唱
し
ま
し
た
。そ
の
際
、
真
っ
先
に

秋
田
県
教
育
委
員
会
が
県
の
地
理
や
歴

史
を
記
載
し
た
「
ふ
る
さ
と
秋
田
の
学

び
」の
作
成
に
取
り
組
み
、
県
内
の
全
小

学
校
に
配
布
し
ま
し
た
。秋
田
県
の
学
力

の
高
さ
が
全
国
的
に
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
の
一
因
は
こ
う
し
た
歴
史
・
地

理
の
学
習
環
境
や
教
育
に
対
す
る
熱
意

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。』

　『
ま
た
、高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、健
康

に
長
生
き
す
る
「
健
康
寿
命
」
と
平
均
寿

命
に
は
10
歳
ほ
ど
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
が
楽
し
く
長
生
き
し
、こ
の
差
を

埋
め
て
い
く
た
め
に
は
、人
や
地
域
と
関

わ
り
な
が
ら
活
躍
の
場
を
持
つ
こ
と
、

そ
し
て
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
が
大
事

で
す
。』

　　
学
ぶ
こ
と
へ
の
強
い
情
熱
が
あ
る
秋

田
県
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、学
び
た
い
気
持

ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
場
で
あ
る
長

活
き
学
校
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
学
び
た
い
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
長

活
き
学
校
で
は
放
課
後
の
時
間
を
設
け

て
授
業
中
に
聞
け
な
か
っ
た
こ
と
や
初

め
て
会
っ
た
人
と
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り

し
て
も
ら
い
ま
す
。お
茶
と
お
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
、先
生
と
生
徒
の
皆
さ
ん
で
ワ

イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
―
。お
し
ゃ
べ
り
の

中
に
、実
は
長
活
き
の
秘
訣
が
詰
ま
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
一
回
目
授
業
の
先
生
で
あ
る
柴
田
陽

子
さ
ん
。道
の
駅
十
文
字
で
は
、
歌
声
サ

ロ
ン
や
折
り
紙
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。放
課
後
の
時
間
に
、
折
り
紙
で
作
っ

た
色
と
り
ど
り
の
コ
マ
を
生
徒
の
皆
さ

ん
に
配
っ
て
い
た
だ
き
、出
来
ば
え
や
作

り
方
な
ど
の
お
話
に
花
が
さ
き
ま
し
た
。

授
業
以
外
で
も
、参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
、こ
れ
も
長
活

き
学
校
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

長活き学校のスケジュール

長
活
き
学
校
と
は

放
課
後
の
時
間

銭
谷
校
長
に
よ
る
記
念
講
演

　
　
　
　
　
　
　 （
開
校
式
）

秋田県民のみなさんの
長活きを応援し、
秋田をもっと元気にしたい。

「長活き学校」で大事にしたいこと、
それは、「学びたい」という
気持ちをサポートする場であること。

学校といっても
校舎や校庭はありません。
学びたい人が集まる場所、
そこが「長活き学校」の教室です。

「長活き」。それは、活き活きと
長く生きることをあらわす、
新しい概念。

だれもが先生、だれもが生徒。
だから、長活きの秘訣を
学びあえる。

学校ですけど、
楽しいことを第一に。
わたしたちも授業づくりを
楽しみます。

あきぎん長活き学校のコンセプト

道の駅十文字
ボランティア リーダー

柴田 陽子さん

能代超新星ポップスオーケストラ
バンドマスター

加賀谷 優さん

船川北公民館
土井 敏秀さん

ジャズライブハウス
THE CAT WALKオーナー

太田 徹さん

農家民宿「泰山堂」
藤井 けい子さん

ユーラシア大陸バイク横断
石井 清人さん
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28年4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

開校式

第１回授業（秋田市）
「コト起こしの秘訣を知ろう
　　～音楽がみんなをつなぐ～」
太田徹さん・柴田陽子さん

第２回授業（能代市）
「外から秋田に飛び込んでみた
　　～泳いでわかる秋田の魅力～」
土井敏秀さん・加賀谷優さん

第３回授業（横手市）
「旅をすることと、旅をする人を受け入れること」
石井清人さん・藤井けい子さん

夏休み

第４回授業（秋田市）

第５回授業（県北地域）

第６階授業（県南地域）

第７回授業（秋田市）

※9～12月の授業内容・開催地については、あらためて
　店頭やホームページでご案内いたします。

授業の様子 記念講演での銭谷校長放課後に談笑する先生と生徒

特 集
S P E C I A L  I S S U E

あ
き
ぎ
ん
長
活
き
学
校

４
月
開
校
！

　
日
本
一
の
高
齢
化
県
か
ら
日
本
一
長

活
き
す
る
県
へ
。そ
の
想
い
を
実
現
す
る

た
め
に
、
当
行
で
は
、
平
成
27
年
２
月
に

「
あ
き
ぎ
ん
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
バ
ン

ク
宣
言
―
長
活
き
す
る
秋
田
へ
―
」を
制

定
し
ま
し
た
。

　「
長
活
き
」は
、当
行
が
提
唱
す
る
新
し

い
概
念
で
す
。一
般
的
な「
長
生
き
」で
は

な
く
、「
活
き
活
き
と
長
く
生
き
る
」と
い

う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。長
活
き
す
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
創
出
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
経
済
活
動
が
生
ま
れ
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。　

　「
長
活
き
学
校
」
は
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
バ
ン
ク
宣
言
の
メ
イ
ン
事
業
と
し

て
今
年
４
月
に
開
校
い
た
し
ま
し
た
。地

域
の
高
齢
者
の
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
活
躍
の
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、「
学
び
た
い
」と
い
う
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
が「
長
活
き
の
秘
訣
」と
考
え
、そ

の
思
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。好

奇
心
や
興
味
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
人
た

ち
が
学
び
あ
い
、刺
激
を
得
て
さ
ら
に
学

び
を
深
め
て
い
く
、生
徒
が
楽
し
い
こ
と

や
自
慢
し
た
い
も
の
を
伝
え
た
い
と
思

え
ば
だ
れ
で
も
先
生
に
な
れ
る
、そ
れ
が

長
活
き
学
校
で
す
。

　
長
活
き
学
校
は
、
平
成
27
年
11
月
の

「
プ
レ
開
校
式
」、平
成
28
年
２
月
、３
月
の

「
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
」を
経
て
、４
月
に「
開
校

式
」を
開
催
し
て
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。今
後
は
、月
１
回
程
度
、県
内
各

地
で
授
業
を
開
催
し
、
秋
田
県
全
体
に

「
長
活
き
」を
広
め
て
い
き
ま
す
。

　
長
活
き
学
校
の
校
長
に
東
京
国
立
博

物
館
・
館
長
を
務
め
る
銭
谷
眞
美
さ
ん

（
秋
田
市
出
身
）
に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
開
校
式
の
記
念
講
演
で
は「
学
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
」に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　『
私
は
、
物
事
を
地
理
的
・
歴
史
的
に

学
び
・
考
え
る
こ
と
が
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
も
、地
域
に
と
っ
て
も
必
要
な
こ

と
だ
と
思
い
、全
国
に「
ふ
る
さ
と
学
習
」

を
提
唱
し
ま
し
た
。そ
の
際
、
真
っ
先
に

秋
田
県
教
育
委
員
会
が
県
の
地
理
や
歴

史
を
記
載
し
た
「
ふ
る
さ
と
秋
田
の
学

び
」の
作
成
に
取
り
組
み
、
県
内
の
全
小

学
校
に
配
布
し
ま
し
た
。秋
田
県
の
学
力

の
高
さ
が
全
国
的
に
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
の
一
因
は
こ
う
し
た
歴
史
・
地

理
の
学
習
環
境
や
教
育
に
対
す
る
熱
意

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。』

　『
ま
た
、高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、健
康

に
長
生
き
す
る
「
健
康
寿
命
」
と
平
均
寿

命
に
は
10
歳
ほ
ど
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
が
楽
し
く
長
生
き
し
、こ
の
差
を

埋
め
て
い
く
た
め
に
は
、人
や
地
域
と
関

わ
り
な
が
ら
活
躍
の
場
を
持
つ
こ
と
、

そ
し
て
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
が
大
事

で
す
。』

　　
学
ぶ
こ
と
へ
の
強
い
情
熱
が
あ
る
秋

田
県
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、学
び
た
い
気
持

ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
場
で
あ
る
長

活
き
学
校
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
学
び
た
い
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
長

活
き
学
校
で
は
放
課
後
の
時
間
を
設
け

て
授
業
中
に
聞
け
な
か
っ
た
こ
と
や
初

め
て
会
っ
た
人
と
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り

し
て
も
ら
い
ま
す
。お
茶
と
お
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
、先
生
と
生
徒
の
皆
さ
ん
で
ワ

イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
―
。お
し
ゃ
べ
り
の

中
に
、実
は
長
活
き
の
秘
訣
が
詰
ま
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
一
回
目
授
業
の
先
生
で
あ
る
柴
田
陽

子
さ
ん
。道
の
駅
十
文
字
で
は
、
歌
声
サ

ロ
ン
や
折
り
紙
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。放
課
後
の
時
間
に
、
折
り
紙
で
作
っ

た
色
と
り
ど
り
の
コ
マ
を
生
徒
の
皆
さ

ん
に
配
っ
て
い
た
だ
き
、出
来
ば
え
や
作

り
方
な
ど
の
お
話
に
花
が
さ
き
ま
し
た
。

授
業
以
外
で
も
、参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
、こ
れ
も
長
活

き
学
校
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

長活き学校のスケジュール

長
活
き
学
校
と
は

放
課
後
の
時
間

銭
谷
校
長
に
よ
る
記
念
講
演

　
　
　
　
　
　
　 （
開
校
式
）

秋田県民のみなさんの
長活きを応援し、
秋田をもっと元気にしたい。

「長活き学校」で大事にしたいこと、
それは、「学びたい」という
気持ちをサポートする場であること。

学校といっても
校舎や校庭はありません。
学びたい人が集まる場所、
そこが「長活き学校」の教室です。

「長活き」。それは、活き活きと
長く生きることをあらわす、
新しい概念。

だれもが先生、だれもが生徒。
だから、長活きの秘訣を
学びあえる。

学校ですけど、
楽しいことを第一に。
わたしたちも授業づくりを
楽しみます。

あきぎん長活き学校のコンセプト

道の駅十文字
ボランティア リーダー

柴田 陽子さん

能代超新星ポップスオーケストラ
バンドマスター

加賀谷 優さん

船川北公民館
土井 敏秀さん

ジャズライブハウス
THE CAT WALKオーナー

太田 徹さん

農家民宿「泰山堂」
藤井 けい子さん

ユーラシア大陸バイク横断
石井 清人さん
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秋田銀行では平成28年４月18日に「あき
その校長に就任していただいたのが、東京国立

文部科学省で教育分野に長年携わられた
土崎神明社祭の曳山行事には可能

そんな銭谷さんと当行の湊屋頭取が、教育・学び

ぎん長活き学校」を開校いたしました。
博物館の館長を務める銭谷眞美さんです。
銭谷さんは秋田市土崎のお生まれで、
な限り参加しているそうです。
の重要性と秋田の可能性について語り合いました。

T A K A O  M I N A T O Y A M A S A M I  Z E N I Y A

湊屋隆夫 銭谷眞美

頭
取
：
銭
谷
さ
ん
は
長
い
間
教
育
行
政
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
教
育
」や「
学
び
」に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
な
想
い
を
抱
い
て
い
ま
す
か
。

銭
谷
校
長
：
教
育
は
国
の
基
本
で
す
。教
育

を
大
事
に
す
る
こ
と
は
そ
の
国
の
未
来
に
対

す
る
先
行
投
資
で
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、

学
校
教
育
を
き
ち
ん
と
充
実
し
て
い
く
こ
と

は
そ
の
国
で
生
き
る
人
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
で
す
し
、
そ
れ
が
国
を
支
え
る
礎
に
も
な

る
。そ
う
い
う
想
い
で
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
教
育
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。一

つ
は
、
国
民
や
人
類
が
築
い
て
き
た
文
化
や

文
明
、伝
統
、技
術
を
き
ち
ん
と
後
世
に
伝
え

て
い
く
「
文
化
の
継
承
」
と
い
う
側
面
。も
う

一
つ
は
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
一
人
ひ
と

り
が
も
つ「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
側
面
で
す
。幼
児

期
か
ら
青
年
期
ま
で
の
教
育
を
ど
う
展
開
す

る
か
は
、き
わ
め
て
重
要
で
す
。

頭
取
：
か
つ
て
教
育
の
大
切
さ
を
実
感
さ
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

銭
谷
校
長
：
私
の
母
は
尋
常
小
学
校
で
６
年

学
び
、高
等
小
学
校
に
進
み
ま
し
た
が
、家
庭

の
都
合
で
１
年
で
中
退
し
ま
し
た
。と
こ
ろ

が
母
は
学
校
に
通
っ
た
７
年
間
を
と
て
も
懐

か
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。先
生
や
友
だ
ち
と

過
ご
し
た
時
間
は
宝
物
だ
と
話
し
て
い
ま
し

た
し
、
同
窓
会
が
あ
れ
ば
喜
ん
で
参
加
し
ま

し
た
。そ
し
て
、私
た
ち
兄
弟
の
学
校
生
活
の

話
を
聞
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
？
」「
今
日
は

何
を
学
ん
だ
の
？
」と
毎
日
聞
く
の
で
す
。母

は
、
学
校
と
は
単
に
知
識
を
学
ぶ
場
で
は
な

く
、「
ど
う
生
き
る
か
」に
つ
な
が
る
交
友
関

係
や
地
域
の
歴
史
・
伝
統
を
学
ぶ
場
だ
と

思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。私
は
、子
ど
も
た
ち

に
も
そ
う
い
う
学
校
生
活
を
経
験
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

頭
取
：
こ
の
た
び「
あ
き
ぎ
ん
長
活
き
学
校
」

の
校
長
を
お
引
受
け
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

銭
谷
校
長
：
教
育
は
高
校
や
大
学
で
終
わ
り

で
は
な
く「
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
」が
大
事

で
す
。高
齢
化
が
進
む
な
か「
明
る
く
元
気
に

活
き
活
き
と
生
き
て
い
く
」
た
め
の
生
涯
学

習
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
お
誘

い
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。長
活
き
学
校
は

素
晴
ら
し
い
取
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

頭
取
：
本
日
の
「
長
活
き
学
校
」
開
校
式
に

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
銭
谷
さ
ん
の
講
演
を

聴
き
な
が
ら
一
生
懸
命
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。
平
成
27
年
11
月
の
「
プ
レ
開
校
式
」、

平
成
28
年
2
月
、
3
月
の
「
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
」

に
も
大
き
な
反
響
が
あ
っ
て
、
私
た
ち
も
驚
い

て
い
ま
す
。
学
び
た
い
、
も
っ
と
新
し
い
事
を

吸
収
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
実
感
し

ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
が
問
題
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

少
子
化
と
高
齢
化
は
別
の
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。高
齢
化
そ
の
も
の
は
本
来
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。し
か
も
活
き
活
き
と
活
力
の
あ

る
高
齢
化
だ
っ
た
ら
、
地
域
を
も
活
性
化
す

る
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、個
々
の
そ
れ
ま
で
の

蓄
積
や
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
互
い

に
学
び
あ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

銭
谷
校
長
：
今
は
80
歳
、
90
歳
ま
で
生
き
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、「
健
康
で
元
気
に
活

き
活
き
と
生
き
て
い
る
か
」が
重
要
で
す
。実

は
「
健
康
寿
命
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

男
性
の
平
均
寿
命
が
80
歳
と
す
る
と
健
康
寿

命
は
70
歳
、
女
性
の
平
均
寿
命
を
86
歳
と
す

る
と
健
康
寿
命
は
74
歳
と
、
10
歳
ほ
ど
の
開

き
が
あ
る
。そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め

に
大
切
な
の
は
、何
歳
に
な
っ
て
も「
自
分
の

生
き
方
」を
常
に
考
え
て「
活
躍
の
場
」を
も

つ
こ
と
。誰
も
が「
明
日
は
今
日
よ
り
も
き
っ

と
い
い
日
に
な
る
」
と
思
い
な
が
ら
生
き
て

い
き
た
い
は
ず
。そ
の
た
め
に
は「
長
活
き
学

校
」の
よ
う
な
場
が
必
要
で
す
。地
域
や
職
場

な
ど
で
活
動
し
て
い
る
人
を
先
生
に
お
招
き

す
る
発
想
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

頭
取
：
開
校
式
で
は
４
名
の
講
師
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
お
話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
ワ

ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、さ
ら
に
多
く

の
方
々
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
す
が
、
お

互
い
が
学
び
あ
う
こ
と
が
テ
ー
マ
で
す
の
で
、い

ず
れ
は
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
講
師
に
な
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

銭
谷
校
長
：
受
講
生
同
士
の
学
び
あ
い
が
出

て
く
る
と
、さ
ら
に
加
速
し
そ
う
で
す
ね
。

頭
取
：
ゆ
く
ゆ
く
は
県
内
全
域
に
拠
点
を
広

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

頭
取
：「
一
億
総
活
躍
社
会
」と
い
う
言
葉
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
活
き

活
き
と
活
躍
す
る
に
は
、
学
ぶ
意
欲
の
ほ
か

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
す
か
。

銭
谷
校
長
：
大
き
く
二
つ
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。一
つ
は
「
自
分
の
経
験
を
活
か
す
こ

と
」。年
齢
を
重
ね
た
人
に
は
、
仕
事
の
キ
ャ

リ
ア
や
生
活
で
得
た
暮
ら
し
の
知
恵
な
ど
が

あ
り
ま
す
。東
京
国
立
博
物
館
で
は
、日
本
や

ア
ジ
ア
の
文
化
・
美
術
に
関
心
の
あ
る
人
に
、

館
内
の
案
内
や
展
示
物
の
解
説
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
「
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
に
挑

戦
し
て
み
る
こ
と
」。キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
分

野
と
は
違
う
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
で

す
。私
が
文
化
庁
次
長
の
と
き
に
仕
え
た
河

合
隼
雄
先
生
は
心
理
学
者
と
し
て
高
名
で
す

が
、
長
官
時
代
に
フ
ル
ー
ト
を
は
じ
め
ま
し

た
。実
は
ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
そ
う
で
、若

い
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
一
生
懸
命
に
練
習
し

て
い
ま
し
た
。「
違
う
自
分
を
見
つ
け
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

頭
取
：
新
し
い
こ
と
、
新
し
い
自
分
に
出
会
う

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。今
回

紹
介
し
た
長
活
き
学
校
の
講
師
の
う
ち
、県
内

出
身
者
は
2
名
で
、残
り
の
2
名
は
県
外
出
身

で
す
。ず
っ
と
秋
田
で
暮
ら
し
た
こ
と
か
ら
得

た
学
び
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
県
外
で
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
だ
人
か
ら
は
新
し
い
こ
と
を
学
べ
る

と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、
秋
田
は
移
住
し
た
い
県
の
第
８
位

（
＊
１
）で
す
。秋
田
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
移

住
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。秋
田
の
魅
力
を

多
く
の
人
が
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

湊屋隆夫 銭谷眞美

秋田銀行 取締役頭取 あきぎん長活き学校校長

銭
谷
校
長
：
な
ん
と
い
っ
て
も
秋
田
は
住

み
や
す
い
で
す
よ
。以
前
か
ら
私
は
「
秋
田

県
民
ラ
テ
ン
説
」
を
唱
え
て
い
ま
す
。秋
田

県
民
は
気
性
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。合
理

的
な
面
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
無
計
画
な
と

こ
ろ
も
あ
る
。私
が
育
っ
た
土
崎
は
港
町
な

の
で
「
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
さ
」
と
い

う
感
じ
も
あ
る
。祭
り
好
き
な
気
質
は
秋
田

県
民
の
特
徴
で
し
ょ
う
。重
要
無
形
民
俗
文

化
財
（
＊
2
）
は
県
内
に
17
あ
り
、
全
国
で

ト
ッ
プ
で
す
。秋
田
の
人
た
ち
が
地
域
を
大

事
に
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
昔
か
ら
続
く
行

事
や
お
祭
り
が
よ
く
残
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

頭
取
：
お
祭
り
は
秋
田
の
魅
力
の
ひ
と
つ
だ

と
思
い
ま
す
。「
秋
田
県
民
ラ
テ
ン
説
」
は
非

常
に
興
味
深
い
お
話
し
で
す
ね
。

頭
取
：
お
祭
り
は
世
代
間
の
交
流
を
深
め

ま
す
。若
い
世
代
と
い
え
ば
、秋
田
県
は
小
・

中
学
生
の
学
力
が
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。ど
の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
？

銭
谷
校
長
：
平
成
19
年
か
ら「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」が
再
開（
＊
3
）し
ま
し
た
。

当
時
、
結
果
発
表
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
が
、

秋
田
県
は
、小
学
校
が
一
位
、中
学
校
は
福
井

県
と
並
ん
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
み
ん
な
驚
き

ま
し
た
。「
ま
ぐ
れ
で
は
な
い
か
？
」と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
が
、ず
っ
と
上
位
を
保
っ
て
い

ま
す
。教
育
関
係
者
が
背
景
を
探
っ
た
と
こ

ろ
①
秋
田
県
の
先
生
は
質
が
高
く
、
指
導
方

法
も
よ
い
、
②
少
人
数
教
育
が
行
き
届
い
て

い
る
、
③
三
世
代
が
同
居
す
る
家
庭
が
多
く

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
の
習
慣
が
身
に
つ

い
て
い
る
な
ど
家
庭
の
教
育
環
境
も
よ
い
と

い
っ
た
要
因
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、親
が
子
に「
先
生
の

言
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
聞
き
な
さ
い
」
と
言

い
聞
か
せ
る
な
ど
秋
田
の
人
た
ち
が
先
生
を

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
。教
育
委
員
会
と
学

校
の
関
係
、学
校
と
保
護
者
の
関
係
、家
庭
の

環
境
な
ど
が
総
合
的
に
マ
ッ
チ
し
て
好
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
と
は
学
力
＝
知
育
だ
け
で
な
く
、
徳

育
と
体
育
も
あ
り
ま
す
。こ
の
知
・
徳
・
体

（
ち
・
と
く
・
た
い
）が
秋
田
県
は
優
れ
て
い

る
。た
だ
し
、秋
田
県
の
場
合
は
こ
の
優
秀
な

人
材
が
大
学
へ
の
進
学
を
契
機
に
県
外
へ
流

出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。そ
こ
で
県
内
の
大

学
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。流
出
を
食
い
止
め
る
だ

け
で
な
く
、
他
県
か
ら
若
者
を
呼
び
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
か
ら
。さ
ら
に「
卒
業
し
た
ら

秋
田
で
働
こ
う
」
と
思
う
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ

ア
も
必
要
で
す
。個
々
の
企
業
の
努
力
だ
け

で
な
く
、
行
政
も
含
め
て
秋
田
県
全
体
で
検

討
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

頭
取
：
当
行
が
取
り
組
む
二
本
柱
は
「
地
域

経
済
の
質
の
向
上
」と「
住
み
よ
い
社
会
・
地

域
づ
く
り
」で
す
。（
＊
4
）産
業
の
育
成
に
よ

る
雇
用
創
出
や
、
自
治
体
と
連
携
し
た
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
に
よ
っ
て
人
々
を
県
内
に

呼
び
込
む
。こ
の
よ
う
な
施
策
は
今
後
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

頭
取
：
秋
田
は
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
雇
用
が
と
も
な
う
産
業
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。秋
田
県

は
、
以
前
は
東
北
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
経
済
力
を
有
し
て
い
ま
し
た
。産
業
を
再

び
盛
り
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で

し
ょ
う
か
。

銭
谷
校
長
：
歴
史
的
に
み
て
も
、
秋
田
は
常

に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
た
県
と
い
え

ま
す
。か
つ
て
、秋
田
の
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場
か

ら
は
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
、
カ
ッ
パ
ロ
ケ
ッ

ト
な
ど
が
発
射
さ
れ
、
日
本
の
宇
宙
開
発
黎

明
期
を
支
え
ま
し
た
。戦
前
か
ら
石
油
の
掘

削
や
精
製
化
学
も
盛
ん
で
し
た
。本
来
は「
進

取
の
気
性
」に
富
ん
だ
県
な
の
で
す
。そ
う
し

た
歴
史
に
誇
り
を
も
ち
、
こ
れ
か
ら
の
秋
田

を
考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
秋
田
の
子
ど
も
た
ち
に

歴
史
や
資
源
豊
か
な
地
理
を
勉
強
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
高
齢
の

方
々
が
歴
史
や
地
理
、
自
分
が
学
ん
で
き
た

こ
と
を
若
い
人
に
伝
え
て
ほ
し
い
し
、
も
っ

と
語
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
多
く
の
人

た
ち
が「
秋
田
を
訪
れ
た
い
」と
思
え
る
よ
う

な
文
化
施
設
も
必
要
で
し
ょ
う
。歴
史
的
な

建
造
物
群
を
見
直
す
な
ど
、
文
化
的
な
も
の

を
活
用
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
発
掘
で
人
を
呼

び
込
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

頭
取
：
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
交
流
人
口
を

増
や
す
こ
と
も
大
切
で
す
。秋
田
全
体
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド（
＊
5
）に
ど
う
取
り
組
む
か
が

課
題
で
す
が
、「
日
本
ら
し
い
も
の
を
見
た

い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
根
強
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。そ
の
点
、秋
田
に
は
お
祭
り
を
は
じ
め

日
本
の
原
風
景
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
発
掘
し
て
秋
田
の
み
な
ら
ず
北

東
北
、
い
ず
れ
は
東
北
全
体
ま
で
周
遊
で
き

る
よ
う
な
ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
平
成
28
年
3
月
に
ブ
ラ
ン
ド
ス

ロ
ー
ガ
ン「
創
り
た
い
未
来
が
あ
る
。守
り
た

い
故
郷
が
あ
る
。」を
制
定
し
ま
し
た
が
、
未

来
を
つ
く
り
、地
域
を
守
る
た
め
に
、何
が
で

き
る
か
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
こ
の
対
談
は
平
成
28
年
４
月
18
日
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。）

昭和24年秋田市土崎生まれ。昭和43年秋田県立秋田高等学校卒業。
昭和48年年東北大学教育学部卒業後、文部省入省。大臣官房審議官、
内閣審議官、文化庁次長、文部科学省生涯学習政策局長、初等中等教
育局長、文部科学事務次官などを経て平成21年東京国立博物館29代
目館長就任。現在に至る。趣味は博物館めぐりとスポーツ観戦など。

（＊１）認定ＮＰＯ法人 ふるさと回帰支援センターの「移住希望地域ランキング２０１５」による。秋田県は第８位となり、前年の第 14 位から順位を上げた。

東京国立博物館 館長  あきぎん長活き学校 校長

（ぜにや・まさみ）銭谷 眞美氏
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秋田銀行では平成28年４月18日に「あき
その校長に就任していただいたのが、東京国立

文部科学省で教育分野に長年携わられた
土崎神明社祭の曳山行事には可能

そんな銭谷さんと当行の湊屋頭取が、教育・学び

ぎん長活き学校」を開校いたしました。
博物館の館長を務める銭谷眞美さんです。
銭谷さんは秋田市土崎のお生まれで、
な限り参加しているそうです。
の重要性と秋田の可能性について語り合いました。

T A K A O  M I N A T O Y A M A S A M I  Z E N I Y A

湊屋隆夫 銭谷眞美

頭
取
：
銭
谷
さ
ん
は
長
い
間
教
育
行
政
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
教
育
」や「
学
び
」に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
な
想
い
を
抱
い
て
い
ま
す
か
。

銭
谷
校
長
：
教
育
は
国
の
基
本
で
す
。教
育

を
大
事
に
す
る
こ
と
は
そ
の
国
の
未
来
に
対

す
る
先
行
投
資
で
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、

学
校
教
育
を
き
ち
ん
と
充
実
し
て
い
く
こ
と

は
そ
の
国
で
生
き
る
人
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
で
す
し
、
そ
れ
が
国
を
支
え
る
礎
に
も
な

る
。そ
う
い
う
想
い
で
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
教
育
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。一

つ
は
、
国
民
や
人
類
が
築
い
て
き
た
文
化
や

文
明
、伝
統
、技
術
を
き
ち
ん
と
後
世
に
伝
え

て
い
く
「
文
化
の
継
承
」
と
い
う
側
面
。も
う

一
つ
は
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
一
人
ひ
と

り
が
も
つ「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
側
面
で
す
。幼
児

期
か
ら
青
年
期
ま
で
の
教
育
を
ど
う
展
開
す

る
か
は
、き
わ
め
て
重
要
で
す
。

頭
取
：
か
つ
て
教
育
の
大
切
さ
を
実
感
さ
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

銭
谷
校
長
：
私
の
母
は
尋
常
小
学
校
で
６
年

学
び
、高
等
小
学
校
に
進
み
ま
し
た
が
、家
庭

の
都
合
で
１
年
で
中
退
し
ま
し
た
。と
こ
ろ

が
母
は
学
校
に
通
っ
た
７
年
間
を
と
て
も
懐

か
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。先
生
や
友
だ
ち
と

過
ご
し
た
時
間
は
宝
物
だ
と
話
し
て
い
ま
し

た
し
、
同
窓
会
が
あ
れ
ば
喜
ん
で
参
加
し
ま

し
た
。そ
し
て
、私
た
ち
兄
弟
の
学
校
生
活
の

話
を
聞
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
？
」「
今
日
は

何
を
学
ん
だ
の
？
」と
毎
日
聞
く
の
で
す
。母

は
、
学
校
と
は
単
に
知
識
を
学
ぶ
場
で
は
な

く
、「
ど
う
生
き
る
か
」に
つ
な
が
る
交
友
関

係
や
地
域
の
歴
史
・
伝
統
を
学
ぶ
場
だ
と

思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。私
は
、子
ど
も
た
ち

に
も
そ
う
い
う
学
校
生
活
を
経
験
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

頭
取
：
こ
の
た
び「
あ
き
ぎ
ん
長
活
き
学
校
」

の
校
長
を
お
引
受
け
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

銭
谷
校
長
：
教
育
は
高
校
や
大
学
で
終
わ
り

で
は
な
く「
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
」が
大
事

で
す
。高
齢
化
が
進
む
な
か「
明
る
く
元
気
に

活
き
活
き
と
生
き
て
い
く
」
た
め
の
生
涯
学

習
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
お
誘

い
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。長
活
き
学
校
は

素
晴
ら
し
い
取
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

頭
取
：
本
日
の
「
長
活
き
学
校
」
開
校
式
に

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
銭
谷
さ
ん
の
講
演
を

聴
き
な
が
ら
一
生
懸
命
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。
平
成
27
年
11
月
の
「
プ
レ
開
校
式
」、

平
成
28
年
2
月
、
3
月
の
「
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
」

に
も
大
き
な
反
響
が
あ
っ
て
、
私
た
ち
も
驚
い

て
い
ま
す
。
学
び
た
い
、
も
っ
と
新
し
い
事
を

吸
収
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
実
感
し

ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
が
問
題
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

少
子
化
と
高
齢
化
は
別
の
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。高
齢
化
そ
の
も
の
は
本
来
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。し
か
も
活
き
活
き
と
活
力
の
あ

る
高
齢
化
だ
っ
た
ら
、
地
域
を
も
活
性
化
す

る
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、個
々
の
そ
れ
ま
で
の

蓄
積
や
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
互
い

に
学
び
あ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

銭
谷
校
長
：
今
は
80
歳
、
90
歳
ま
で
生
き
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、「
健
康
で
元
気
に
活

き
活
き
と
生
き
て
い
る
か
」が
重
要
で
す
。実

は
「
健
康
寿
命
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

男
性
の
平
均
寿
命
が
80
歳
と
す
る
と
健
康
寿

命
は
70
歳
、
女
性
の
平
均
寿
命
を
86
歳
と
す

る
と
健
康
寿
命
は
74
歳
と
、
10
歳
ほ
ど
の
開

き
が
あ
る
。そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め

に
大
切
な
の
は
、何
歳
に
な
っ
て
も「
自
分
の

生
き
方
」を
常
に
考
え
て「
活
躍
の
場
」を
も

つ
こ
と
。誰
も
が「
明
日
は
今
日
よ
り
も
き
っ

と
い
い
日
に
な
る
」
と
思
い
な
が
ら
生
き
て

い
き
た
い
は
ず
。そ
の
た
め
に
は「
長
活
き
学

校
」の
よ
う
な
場
が
必
要
で
す
。地
域
や
職
場

な
ど
で
活
動
し
て
い
る
人
を
先
生
に
お
招
き

す
る
発
想
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

頭
取
：
開
校
式
で
は
４
名
の
講
師
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
お
話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
ワ

ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、さ
ら
に
多
く

の
方
々
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
す
が
、
お

互
い
が
学
び
あ
う
こ
と
が
テ
ー
マ
で
す
の
で
、い

ず
れ
は
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
講
師
に
な
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

銭
谷
校
長
：
受
講
生
同
士
の
学
び
あ
い
が
出

て
く
る
と
、さ
ら
に
加
速
し
そ
う
で
す
ね
。

頭
取
：
ゆ
く
ゆ
く
は
県
内
全
域
に
拠
点
を
広

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

頭
取
：「
一
億
総
活
躍
社
会
」と
い
う
言
葉
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
活
き

活
き
と
活
躍
す
る
に
は
、
学
ぶ
意
欲
の
ほ
か

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
す
か
。

銭
谷
校
長
：
大
き
く
二
つ
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。一
つ
は
「
自
分
の
経
験
を
活
か
す
こ

と
」。年
齢
を
重
ね
た
人
に
は
、
仕
事
の
キ
ャ

リ
ア
や
生
活
で
得
た
暮
ら
し
の
知
恵
な
ど
が

あ
り
ま
す
。東
京
国
立
博
物
館
で
は
、日
本
や

ア
ジ
ア
の
文
化
・
美
術
に
関
心
の
あ
る
人
に
、

館
内
の
案
内
や
展
示
物
の
解
説
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
「
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
に
挑

戦
し
て
み
る
こ
と
」。キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
分

野
と
は
違
う
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
で

す
。私
が
文
化
庁
次
長
の
と
き
に
仕
え
た
河

合
隼
雄
先
生
は
心
理
学
者
と
し
て
高
名
で
す

が
、
長
官
時
代
に
フ
ル
ー
ト
を
は
じ
め
ま
し

た
。実
は
ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
そ
う
で
、若

い
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
一
生
懸
命
に
練
習
し

て
い
ま
し
た
。「
違
う
自
分
を
見
つ
け
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

頭
取
：
新
し
い
こ
と
、
新
し
い
自
分
に
出
会
う

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。今
回

紹
介
し
た
長
活
き
学
校
の
講
師
の
う
ち
、県
内

出
身
者
は
2
名
で
、残
り
の
2
名
は
県
外
出
身

で
す
。ず
っ
と
秋
田
で
暮
ら
し
た
こ
と
か
ら
得

た
学
び
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
県
外
で
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
だ
人
か
ら
は
新
し
い
こ
と
を
学
べ
る

と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、
秋
田
は
移
住
し
た
い
県
の
第
８
位

（
＊
１
）で
す
。秋
田
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
移

住
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。秋
田
の
魅
力
を

多
く
の
人
が
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

湊屋隆夫 銭谷眞美

秋田銀行 取締役頭取 あきぎん長活き学校校長

銭
谷
校
長
：
な
ん
と
い
っ
て
も
秋
田
は
住

み
や
す
い
で
す
よ
。以
前
か
ら
私
は
「
秋
田

県
民
ラ
テ
ン
説
」
を
唱
え
て
い
ま
す
。秋
田

県
民
は
気
性
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。合
理

的
な
面
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
無
計
画
な
と

こ
ろ
も
あ
る
。私
が
育
っ
た
土
崎
は
港
町
な

の
で
「
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
さ
」
と
い

う
感
じ
も
あ
る
。祭
り
好
き
な
気
質
は
秋
田

県
民
の
特
徴
で
し
ょ
う
。重
要
無
形
民
俗
文

化
財
（
＊
2
）
は
県
内
に
17
あ
り
、
全
国
で

ト
ッ
プ
で
す
。秋
田
の
人
た
ち
が
地
域
を
大

事
に
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
昔
か
ら
続
く
行

事
や
お
祭
り
が
よ
く
残
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

頭
取
：
お
祭
り
は
秋
田
の
魅
力
の
ひ
と
つ
だ

と
思
い
ま
す
。「
秋
田
県
民
ラ
テ
ン
説
」
は
非

常
に
興
味
深
い
お
話
し
で
す
ね
。

頭
取
：
お
祭
り
は
世
代
間
の
交
流
を
深
め

ま
す
。若
い
世
代
と
い
え
ば
、秋
田
県
は
小
・

中
学
生
の
学
力
が
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。ど
の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
？

銭
谷
校
長
：
平
成
19
年
か
ら「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」が
再
開（
＊
3
）し
ま
し
た
。

当
時
、
結
果
発
表
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
が
、

秋
田
県
は
、小
学
校
が
一
位
、中
学
校
は
福
井

県
と
並
ん
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
み
ん
な
驚
き

ま
し
た
。「
ま
ぐ
れ
で
は
な
い
か
？
」と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
が
、ず
っ
と
上
位
を
保
っ
て
い

ま
す
。教
育
関
係
者
が
背
景
を
探
っ
た
と
こ

ろ
①
秋
田
県
の
先
生
は
質
が
高
く
、
指
導
方

法
も
よ
い
、
②
少
人
数
教
育
が
行
き
届
い
て

い
る
、
③
三
世
代
が
同
居
す
る
家
庭
が
多
く

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
の
習
慣
が
身
に
つ

い
て
い
る
な
ど
家
庭
の
教
育
環
境
も
よ
い
と

い
っ
た
要
因
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、親
が
子
に「
先
生
の

言
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
聞
き
な
さ
い
」
と
言

い
聞
か
せ
る
な
ど
秋
田
の
人
た
ち
が
先
生
を

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
。教
育
委
員
会
と
学

校
の
関
係
、学
校
と
保
護
者
の
関
係
、家
庭
の

環
境
な
ど
が
総
合
的
に
マ
ッ
チ
し
て
好
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
と
は
学
力
＝
知
育
だ
け
で
な
く
、
徳

育
と
体
育
も
あ
り
ま
す
。こ
の
知
・
徳
・
体

（
ち
・
と
く
・
た
い
）が
秋
田
県
は
優
れ
て
い

る
。た
だ
し
、秋
田
県
の
場
合
は
こ
の
優
秀
な

人
材
が
大
学
へ
の
進
学
を
契
機
に
県
外
へ
流

出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。そ
こ
で
県
内
の
大

学
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。流
出
を
食
い
止
め
る
だ

け
で
な
く
、
他
県
か
ら
若
者
を
呼
び
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
か
ら
。さ
ら
に「
卒
業
し
た
ら

秋
田
で
働
こ
う
」
と
思
う
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ

ア
も
必
要
で
す
。個
々
の
企
業
の
努
力
だ
け

で
な
く
、
行
政
も
含
め
て
秋
田
県
全
体
で
検

討
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

頭
取
：
当
行
が
取
り
組
む
二
本
柱
は
「
地
域

経
済
の
質
の
向
上
」と「
住
み
よ
い
社
会
・
地

域
づ
く
り
」で
す
。（
＊
4
）産
業
の
育
成
に
よ

る
雇
用
創
出
や
、
自
治
体
と
連
携
し
た
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
に
よ
っ
て
人
々
を
県
内
に

呼
び
込
む
。こ
の
よ
う
な
施
策
は
今
後
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

頭
取
：
秋
田
は
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
雇
用
が
と
も
な
う
産
業
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。秋
田
県

は
、
以
前
は
東
北
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
経
済
力
を
有
し
て
い
ま
し
た
。産
業
を
再

び
盛
り
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で

し
ょ
う
か
。

銭
谷
校
長
：
歴
史
的
に
み
て
も
、
秋
田
は
常

に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
た
県
と
い
え

ま
す
。か
つ
て
、秋
田
の
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場
か

ら
は
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
、
カ
ッ
パ
ロ
ケ
ッ

ト
な
ど
が
発
射
さ
れ
、
日
本
の
宇
宙
開
発
黎

明
期
を
支
え
ま
し
た
。戦
前
か
ら
石
油
の
掘

削
や
精
製
化
学
も
盛
ん
で
し
た
。本
来
は「
進

取
の
気
性
」に
富
ん
だ
県
な
の
で
す
。そ
う
し

た
歴
史
に
誇
り
を
も
ち
、
こ
れ
か
ら
の
秋
田

を
考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
秋
田
の
子
ど
も
た
ち
に

歴
史
や
資
源
豊
か
な
地
理
を
勉
強
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
高
齢
の

方
々
が
歴
史
や
地
理
、
自
分
が
学
ん
で
き
た

こ
と
を
若
い
人
に
伝
え
て
ほ
し
い
し
、
も
っ

と
語
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
多
く
の
人

た
ち
が「
秋
田
を
訪
れ
た
い
」と
思
え
る
よ
う

な
文
化
施
設
も
必
要
で
し
ょ
う
。歴
史
的
な

建
造
物
群
を
見
直
す
な
ど
、
文
化
的
な
も
の

を
活
用
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
発
掘
で
人
を
呼

び
込
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

頭
取
：
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
交
流
人
口
を

増
や
す
こ
と
も
大
切
で
す
。秋
田
全
体
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド（
＊
5
）に
ど
う
取
り
組
む
か
が

課
題
で
す
が
、「
日
本
ら
し
い
も
の
を
見
た

い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
根
強
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。そ
の
点
、秋
田
に
は
お
祭
り
を
は
じ
め

日
本
の
原
風
景
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
発
掘
し
て
秋
田
の
み
な
ら
ず
北

東
北
、
い
ず
れ
は
東
北
全
体
ま
で
周
遊
で
き

る
よ
う
な
ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
平
成
28
年
3
月
に
ブ
ラ
ン
ド
ス

ロ
ー
ガ
ン「
創
り
た
い
未
来
が
あ
る
。守
り
た

い
故
郷
が
あ
る
。」を
制
定
し
ま
し
た
が
、
未

来
を
つ
く
り
、地
域
を
守
る
た
め
に
、何
が
で

き
る
か
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
こ
の
対
談
は
平
成
28
年
４
月
18
日
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。）

昭和24年秋田市土崎生まれ。昭和43年秋田県立秋田高等学校卒業。
昭和48年年東北大学教育学部卒業後、文部省入省。大臣官房審議官、
内閣審議官、文化庁次長、文部科学省生涯学習政策局長、初等中等教
育局長、文部科学事務次官などを経て平成21年東京国立博物館29代
目館長就任。現在に至る。趣味は博物館めぐりとスポーツ観戦など。

（＊１）認定ＮＰＯ法人 ふるさと回帰支援センターの「移住希望地域ランキング２０１５」による。秋田県は第８位となり、前年の第 14 位から順位を上げた。

東京国立博物館 館長  あきぎん長活き学校 校長

（ぜにや・まさみ）銭谷 眞美氏
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T A K A O  M I N A T O Y A M A S A M I  Z E N I Y A

頭
取
：
銭
谷
さ
ん
は
長
い
間
教
育
行
政
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
教
育
」や「
学
び
」に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
な
想
い
を
抱
い
て
い
ま
す
か
。

銭
谷
校
長
：
教
育
は
国
の
基
本
で
す
。教
育

を
大
事
に
す
る
こ
と
は
そ
の
国
の
未
来
に
対

す
る
先
行
投
資
で
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、

学
校
教
育
を
き
ち
ん
と
充
実
し
て
い
く
こ
と

は
そ
の
国
で
生
き
る
人
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
で
す
し
、
そ
れ
が
国
を
支
え
る
礎
に
も
な

る
。そ
う
い
う
想
い
で
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
教
育
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。一

つ
は
、
国
民
や
人
類
が
築
い
て
き
た
文
化
や

文
明
、伝
統
、技
術
を
き
ち
ん
と
後
世
に
伝
え

て
い
く
「
文
化
の
継
承
」
と
い
う
側
面
。も
う

一
つ
は
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
一
人
ひ
と

り
が
も
つ「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
側
面
で
す
。幼
児

期
か
ら
青
年
期
ま
で
の
教
育
を
ど
う
展
開
す

る
か
は
、き
わ
め
て
重
要
で
す
。

頭
取
：
か
つ
て
教
育
の
大
切
さ
を
実
感
さ
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

銭
谷
校
長
：
私
の
母
は
尋
常
小
学
校
で
６
年

学
び
、高
等
小
学
校
に
進
み
ま
し
た
が
、家
庭

の
都
合
で
１
年
で
中
退
し
ま
し
た
。と
こ
ろ

が
母
は
学
校
に
通
っ
た
７
年
間
を
と
て
も
懐

か
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。先
生
や
友
だ
ち
と

過
ご
し
た
時
間
は
宝
物
だ
と
話
し
て
い
ま
し

た
し
、
同
窓
会
が
あ
れ
ば
喜
ん
で
参
加
し
ま

し
た
。そ
し
て
、私
た
ち
兄
弟
の
学
校
生
活
の

話
を
聞
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
？
」「
今
日
は

何
を
学
ん
だ
の
？
」と
毎
日
聞
く
の
で
す
。母

は
、
学
校
と
は
単
に
知
識
を
学
ぶ
場
で
は
な

く
、「
ど
う
生
き
る
か
」に
つ
な
が
る
交
友
関

係
や
地
域
の
歴
史
・
伝
統
を
学
ぶ
場
だ
と

思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。私
は
、子
ど
も
た
ち

に
も
そ
う
い
う
学
校
生
活
を
経
験
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

頭
取
：
こ
の
た
び「
あ
き
ぎ
ん
長
活
き
学
校
」

の
校
長
を
お
引
受
け
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

銭
谷
校
長
：
教
育
は
高
校
や
大
学
で
終
わ
り

で
は
な
く「
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
」が
大
事

で
す
。高
齢
化
が
進
む
な
か「
明
る
く
元
気
に

活
き
活
き
と
生
き
て
い
く
」
た
め
の
生
涯
学

習
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
お
誘

い
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。長
活
き
学
校
は

素
晴
ら
し
い
取
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

頭
取
：
本
日
の
「
長
活
き
学
校
」
開
校
式
に

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
銭
谷
さ
ん
の
講
演
を

聴
き
な
が
ら
一
生
懸
命
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。
平
成
27
年
11
月
の
「
プ
レ
開
校
式
」、

平
成
28
年
2
月
、
3
月
の
「
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
」

に
も
大
き
な
反
響
が
あ
っ
て
、
私
た
ち
も
驚
い

て
い
ま
す
。
学
び
た
い
、
も
っ
と
新
し
い
事
を

吸
収
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
実
感
し

ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
が
問
題
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

少
子
化
と
高
齢
化
は
別
の
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。高
齢
化
そ
の
も
の
は
本
来
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。し
か
も
活
き
活
き
と
活
力
の
あ

る
高
齢
化
だ
っ
た
ら
、
地
域
を
も
活
性
化
す

る
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、個
々
の
そ
れ
ま
で
の

蓄
積
や
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
互
い

に
学
び
あ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

銭
谷
校
長
：
今
は
80
歳
、
90
歳
ま
で
生
き
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、「
健
康
で
元
気
に
活

き
活
き
と
生
き
て
い
る
か
」が
重
要
で
す
。実

は
「
健
康
寿
命
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

男
性
の
平
均
寿
命
が
80
歳
と
す
る
と
健
康
寿

命
は
70
歳
、
女
性
の
平
均
寿
命
を
86
歳
と
す

る
と
健
康
寿
命
は
74
歳
と
、
10
歳
ほ
ど
の
開

き
が
あ
る
。そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め

に
大
切
な
の
は
、何
歳
に
な
っ
て
も「
自
分
の

生
き
方
」を
常
に
考
え
て「
活
躍
の
場
」を
も

つ
こ
と
。誰
も
が「
明
日
は
今
日
よ
り
も
き
っ

と
い
い
日
に
な
る
」
と
思
い
な
が
ら
生
き
て

い
き
た
い
は
ず
。そ
の
た
め
に
は「
長
活
き
学

校
」の
よ
う
な
場
が
必
要
で
す
。地
域
や
職
場

な
ど
で
活
動
し
て
い
る
人
を
先
生
に
お
招
き

す
る
発
想
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

頭
取
：
開
校
式
で
は
４
名
の
講
師
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
お
話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
ワ

ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、さ
ら
に
多
く

の
方
々
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
す
が
、
お

互
い
が
学
び
あ
う
こ
と
が
テ
ー
マ
で
す
の
で
、い

ず
れ
は
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
講
師
に
な
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

銭
谷
校
長
：
受
講
生
同
士
の
学
び
あ
い
が
出

て
く
る
と
、さ
ら
に
加
速
し
そ
う
で
す
ね
。

頭
取
：
ゆ
く
ゆ
く
は
県
内
全
域
に
拠
点
を
広

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

頭
取
：「
一
億
総
活
躍
社
会
」と
い
う
言
葉
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
活
き

活
き
と
活
躍
す
る
に
は
、
学
ぶ
意
欲
の
ほ
か

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
す
か
。

銭
谷
校
長
：
大
き
く
二
つ
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。一
つ
は
「
自
分
の
経
験
を
活
か
す
こ

と
」。年
齢
を
重
ね
た
人
に
は
、
仕
事
の
キ
ャ

リ
ア
や
生
活
で
得
た
暮
ら
し
の
知
恵
な
ど
が

あ
り
ま
す
。東
京
国
立
博
物
館
で
は
、日
本
や

ア
ジ
ア
の
文
化
・
美
術
に
関
心
の
あ
る
人
に
、

館
内
の
案
内
や
展
示
物
の
解
説
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
「
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
に
挑

戦
し
て
み
る
こ
と
」。キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
分

野
と
は
違
う
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
で

す
。私
が
文
化
庁
次
長
の
と
き
に
仕
え
た
河

合
隼
雄
先
生
は
心
理
学
者
と
し
て
高
名
で
す

が
、
長
官
時
代
に
フ
ル
ー
ト
を
は
じ
め
ま
し

た
。実
は
ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
そ
う
で
、若

い
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
一
生
懸
命
に
練
習
し

て
い
ま
し
た
。「
違
う
自
分
を
見
つ
け
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

頭
取
：
新
し
い
こ
と
、
新
し
い
自
分
に
出
会
う

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。今
回

紹
介
し
た
長
活
き
学
校
の
講
師
の
う
ち
、県
内

出
身
者
は
2
名
で
、残
り
の
2
名
は
県
外
出
身

で
す
。ず
っ
と
秋
田
で
暮
ら
し
た
こ
と
か
ら
得

た
学
び
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
県
外
で
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
だ
人
か
ら
は
新
し
い
こ
と
を
学
べ
る

と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、
秋
田
は
移
住
し
た
い
県
の
第
８
位

（
＊
１
）で
す
。秋
田
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
移

住
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。秋
田
の
魅
力
を

多
く
の
人
が
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

湊屋隆夫 銭谷眞美

銭
谷
校
長
：
な
ん
と
い
っ
て
も
秋
田
は
住

み
や
す
い
で
す
よ
。以
前
か
ら
私
は
「
秋
田

県
民
ラ
テ
ン
説
」
を
唱
え
て
い
ま
す
。秋
田

県
民
は
気
性
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。合
理

的
な
面
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
無
計
画
な
と

こ
ろ
も
あ
る
。私
が
育
っ
た
土
崎
は
港
町
な

の
で
「
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
さ
」
と
い

う
感
じ
も
あ
る
。祭
り
好
き
な
気
質
は
秋
田

県
民
の
特
徴
で
し
ょ
う
。重
要
無
形
民
俗
文

化
財
（
＊
2
）
は
県
内
に
17
あ
り
、
全
国
で

ト
ッ
プ
で
す
。秋
田
の
人
た
ち
が
地
域
を
大

事
に
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
昔
か
ら
続
く
行

事
や
お
祭
り
が
よ
く
残
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

頭
取
：
お
祭
り
は
秋
田
の
魅
力
の
ひ
と
つ
だ

と
思
い
ま
す
。「
秋
田
県
民
ラ
テ
ン
説
」
は
非

常
に
興
味
深
い
お
話
し
で
す
ね
。

頭
取
：
お
祭
り
は
世
代
間
の
交
流
を
深
め

ま
す
。若
い
世
代
と
い
え
ば
、秋
田
県
は
小
・

中
学
生
の
学
力
が
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。ど
の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
？

銭
谷
校
長
：
平
成
19
年
か
ら「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」が
再
開（
＊
3
）し
ま
し
た
。

当
時
、
結
果
発
表
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
が
、

秋
田
県
は
、小
学
校
が
一
位
、中
学
校
は
福
井

県
と
並
ん
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
み
ん
な
驚
き

ま
し
た
。「
ま
ぐ
れ
で
は
な
い
か
？
」と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
が
、ず
っ
と
上
位
を
保
っ
て
い

ま
す
。教
育
関
係
者
が
背
景
を
探
っ
た
と
こ

ろ
①
秋
田
県
の
先
生
は
質
が
高
く
、
指
導
方

法
も
よ
い
、
②
少
人
数
教
育
が
行
き
届
い
て

い
る
、
③
三
世
代
が
同
居
す
る
家
庭
が
多
く

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
の
習
慣
が
身
に
つ

い
て
い
る
な
ど
家
庭
の
教
育
環
境
も
よ
い
と

い
っ
た
要
因
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、親
が
子
に「
先
生
の

言
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
聞
き
な
さ
い
」
と
言

い
聞
か
せ
る
な
ど
秋
田
の
人
た
ち
が
先
生
を

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
。教
育
委
員
会
と
学

校
の
関
係
、学
校
と
保
護
者
の
関
係
、家
庭
の

環
境
な
ど
が
総
合
的
に
マ
ッ
チ
し
て
好
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
と
は
学
力
＝
知
育
だ
け
で
な
く
、
徳

育
と
体
育
も
あ
り
ま
す
。こ
の
知
・
徳
・
体

（
ち
・
と
く
・
た
い
）が
秋
田
県
は
優
れ
て
い

る
。た
だ
し
、秋
田
県
の
場
合
は
こ
の
優
秀
な

人
材
が
大
学
へ
の
進
学
を
契
機
に
県
外
へ
流

出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。そ
こ
で
県
内
の
大

学
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。流
出
を
食
い
止
め
る
だ

け
で
な
く
、
他
県
か
ら
若
者
を
呼
び
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
か
ら
。さ
ら
に「
卒
業
し
た
ら

秋
田
で
働
こ
う
」
と
思
う
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ

ア
も
必
要
で
す
。個
々
の
企
業
の
努
力
だ
け

で
な
く
、
行
政
も
含
め
て
秋
田
県
全
体
で
検

討
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

頭
取
：
当
行
が
取
り
組
む
二
本
柱
は
「
地
域

経
済
の
質
の
向
上
」と「
住
み
よ
い
社
会
・
地

域
づ
く
り
」で
す
。（
＊
4
）産
業
の
育
成
に
よ

る
雇
用
創
出
や
、
自
治
体
と
連
携
し
た
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
に
よ
っ
て
人
々
を
県
内
に

呼
び
込
む
。こ
の
よ
う
な
施
策
は
今
後
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

頭
取
：
秋
田
は
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
雇
用
が
と
も
な
う
産
業
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。秋
田
県

は
、
以
前
は
東
北
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
経
済
力
を
有
し
て
い
ま
し
た
。産
業
を
再

び
盛
り
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で

し
ょ
う
か
。

銭
谷
校
長
：
歴
史
的
に
み
て
も
、
秋
田
は
常

に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
た
県
と
い
え

ま
す
。か
つ
て
、秋
田
の
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場
か

ら
は
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
、
カ
ッ
パ
ロ
ケ
ッ

ト
な
ど
が
発
射
さ
れ
、
日
本
の
宇
宙
開
発
黎

明
期
を
支
え
ま
し
た
。戦
前
か
ら
石
油
の
掘

削
や
精
製
化
学
も
盛
ん
で
し
た
。本
来
は「
進

取
の
気
性
」に
富
ん
だ
県
な
の
で
す
。そ
う
し

た
歴
史
に
誇
り
を
も
ち
、
こ
れ
か
ら
の
秋
田

を
考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
秋
田
の
子
ど
も
た
ち
に

歴
史
や
資
源
豊
か
な
地
理
を
勉
強
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
高
齢
の

方
々
が
歴
史
や
地
理
、
自
分
が
学
ん
で
き
た

こ
と
を
若
い
人
に
伝
え
て
ほ
し
い
し
、
も
っ

と
語
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
多
く
の
人

た
ち
が「
秋
田
を
訪
れ
た
い
」と
思
え
る
よ
う

な
文
化
施
設
も
必
要
で
し
ょ
う
。歴
史
的
な

建
造
物
群
を
見
直
す
な
ど
、
文
化
的
な
も
の

を
活
用
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
発
掘
で
人
を
呼

び
込
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

頭
取
：
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
交
流
人
口
を

増
や
す
こ
と
も
大
切
で
す
。秋
田
全
体
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド（
＊
5
）に
ど
う
取
り
組
む
か
が

課
題
で
す
が
、「
日
本
ら
し
い
も
の
を
見
た

い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
根
強
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。そ
の
点
、秋
田
に
は
お
祭
り
を
は
じ
め

日
本
の
原
風
景
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
発
掘
し
て
秋
田
の
み
な
ら
ず
北

東
北
、
い
ず
れ
は
東
北
全
体
ま
で
周
遊
で
き

る
よ
う
な
ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
平
成
28
年
3
月
に
ブ
ラ
ン
ド
ス

ロ
ー
ガ
ン「
創
り
た
い
未
来
が
あ
る
。守
り
た

い
故
郷
が
あ
る
。」を
制
定
し
ま
し
た
が
、
未

来
を
つ
く
り
、地
域
を
守
る
た
め
に
、何
が
で

き
る
か
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
こ
の
対
談
は
平
成
28
年
４
月
18
日
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。）

（＊2）衣食住、生業、信仰、年中行事などに関する風俗慣習、民俗芸能、民族技術な
ど、人々が日常生活の中で生み出し継承してきた無形の民俗文化財のうち、特に重要
なものとして国が指定したもの。全国で296件が指定されている。（平成28年3月時
点）（＊3）全国の小学6年生、中学3年生を対象に毎年4月に行なわれている。以前、
1960年代に「全国中学校一斉学力調査」が行なわれていたため、正式には「再開」と
なる。（＊4）秋田銀行は、子育て世帯に対しては自治体と「子育て支援と定住促進に
関する協定」を締結し、住宅ローンについて特別金利による支援を実施。また、自治体
の利子補給制度と連携した「子育て世帯応援ローン」も扱っている。（＊5）外国人が
訪れてくる旅行のこと。観光立国を国の重要な施策の一つに掲げた「観光立国推進基
本法」の施行、官公庁の設置などで訪日外国人旅行者数が急増している。
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T A K A O  M I N A T O Y A M A S A M I  Z E N I Y A

頭
取
：
銭
谷
さ
ん
は
長
い
間
教
育
行
政
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
教
育
」や「
学
び
」に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
な
想
い
を
抱
い
て
い
ま
す
か
。

銭
谷
校
長
：
教
育
は
国
の
基
本
で
す
。教
育

を
大
事
に
す
る
こ
と
は
そ
の
国
の
未
来
に
対

す
る
先
行
投
資
で
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、

学
校
教
育
を
き
ち
ん
と
充
実
し
て
い
く
こ
と

は
そ
の
国
で
生
き
る
人
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
で
す
し
、
そ
れ
が
国
を
支
え
る
礎
に
も
な

る
。そ
う
い
う
想
い
で
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
教
育
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。一

つ
は
、
国
民
や
人
類
が
築
い
て
き
た
文
化
や

文
明
、伝
統
、技
術
を
き
ち
ん
と
後
世
に
伝
え

て
い
く
「
文
化
の
継
承
」
と
い
う
側
面
。も
う

一
つ
は
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
一
人
ひ
と

り
が
も
つ「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
側
面
で
す
。幼
児

期
か
ら
青
年
期
ま
で
の
教
育
を
ど
う
展
開
す

る
か
は
、き
わ
め
て
重
要
で
す
。

頭
取
：
か
つ
て
教
育
の
大
切
さ
を
実
感
さ
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

銭
谷
校
長
：
私
の
母
は
尋
常
小
学
校
で
６
年

学
び
、高
等
小
学
校
に
進
み
ま
し
た
が
、家
庭

の
都
合
で
１
年
で
中
退
し
ま
し
た
。と
こ
ろ

が
母
は
学
校
に
通
っ
た
７
年
間
を
と
て
も
懐

か
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。先
生
や
友
だ
ち
と

過
ご
し
た
時
間
は
宝
物
だ
と
話
し
て
い
ま
し

た
し
、
同
窓
会
が
あ
れ
ば
喜
ん
で
参
加
し
ま

し
た
。そ
し
て
、私
た
ち
兄
弟
の
学
校
生
活
の

話
を
聞
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
？
」「
今
日
は

何
を
学
ん
だ
の
？
」と
毎
日
聞
く
の
で
す
。母

は
、
学
校
と
は
単
に
知
識
を
学
ぶ
場
で
は
な

く
、「
ど
う
生
き
る
か
」に
つ
な
が
る
交
友
関

係
や
地
域
の
歴
史
・
伝
統
を
学
ぶ
場
だ
と

思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。私
は
、子
ど
も
た
ち

に
も
そ
う
い
う
学
校
生
活
を
経
験
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

頭
取
：
こ
の
た
び「
あ
き
ぎ
ん
長
活
き
学
校
」

の
校
長
を
お
引
受
け
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

銭
谷
校
長
：
教
育
は
高
校
や
大
学
で
終
わ
り

で
は
な
く「
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
」が
大
事

で
す
。高
齢
化
が
進
む
な
か「
明
る
く
元
気
に

活
き
活
き
と
生
き
て
い
く
」
た
め
の
生
涯
学

習
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
お
誘

い
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。長
活
き
学
校
は

素
晴
ら
し
い
取
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

頭
取
：
本
日
の
「
長
活
き
学
校
」
開
校
式
に

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
銭
谷
さ
ん
の
講
演
を

聴
き
な
が
ら
一
生
懸
命
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。
平
成
27
年
11
月
の
「
プ
レ
開
校
式
」、

平
成
28
年
2
月
、
3
月
の
「
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
」

に
も
大
き
な
反
響
が
あ
っ
て
、
私
た
ち
も
驚
い

て
い
ま
す
。
学
び
た
い
、
も
っ
と
新
し
い
事
を

吸
収
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
実
感
し

ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
が
問
題
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

少
子
化
と
高
齢
化
は
別
の
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。高
齢
化
そ
の
も
の
は
本
来
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。し
か
も
活
き
活
き
と
活
力
の
あ

る
高
齢
化
だ
っ
た
ら
、
地
域
を
も
活
性
化
す

る
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、個
々
の
そ
れ
ま
で
の

蓄
積
や
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
互
い

に
学
び
あ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

銭
谷
校
長
：
今
は
80
歳
、
90
歳
ま
で
生
き
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、「
健
康
で
元
気
に
活

き
活
き
と
生
き
て
い
る
か
」が
重
要
で
す
。実

は
「
健
康
寿
命
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

男
性
の
平
均
寿
命
が
80
歳
と
す
る
と
健
康
寿

命
は
70
歳
、
女
性
の
平
均
寿
命
を
86
歳
と
す

る
と
健
康
寿
命
は
74
歳
と
、
10
歳
ほ
ど
の
開

き
が
あ
る
。そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め

に
大
切
な
の
は
、何
歳
に
な
っ
て
も「
自
分
の

生
き
方
」を
常
に
考
え
て「
活
躍
の
場
」を
も

つ
こ
と
。誰
も
が「
明
日
は
今
日
よ
り
も
き
っ

と
い
い
日
に
な
る
」
と
思
い
な
が
ら
生
き
て

い
き
た
い
は
ず
。そ
の
た
め
に
は「
長
活
き
学

校
」の
よ
う
な
場
が
必
要
で
す
。地
域
や
職
場

な
ど
で
活
動
し
て
い
る
人
を
先
生
に
お
招
き

す
る
発
想
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

頭
取
：
開
校
式
で
は
４
名
の
講
師
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
お
話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
ワ

ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、さ
ら
に
多
く

の
方
々
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
す
が
、
お

互
い
が
学
び
あ
う
こ
と
が
テ
ー
マ
で
す
の
で
、い

ず
れ
は
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
講
師
に
な
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

銭
谷
校
長
：
受
講
生
同
士
の
学
び
あ
い
が
出

て
く
る
と
、さ
ら
に
加
速
し
そ
う
で
す
ね
。

頭
取
：
ゆ
く
ゆ
く
は
県
内
全
域
に
拠
点
を
広

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

頭
取
：「
一
億
総
活
躍
社
会
」と
い
う
言
葉
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
活
き

活
き
と
活
躍
す
る
に
は
、
学
ぶ
意
欲
の
ほ
か

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
す
か
。

銭
谷
校
長
：
大
き
く
二
つ
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。一
つ
は
「
自
分
の
経
験
を
活
か
す
こ

と
」。年
齢
を
重
ね
た
人
に
は
、
仕
事
の
キ
ャ

リ
ア
や
生
活
で
得
た
暮
ら
し
の
知
恵
な
ど
が

あ
り
ま
す
。東
京
国
立
博
物
館
で
は
、日
本
や

ア
ジ
ア
の
文
化
・
美
術
に
関
心
の
あ
る
人
に
、

館
内
の
案
内
や
展
示
物
の
解
説
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
「
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
に
挑

戦
し
て
み
る
こ
と
」。キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
分

野
と
は
違
う
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
で

す
。私
が
文
化
庁
次
長
の
と
き
に
仕
え
た
河

合
隼
雄
先
生
は
心
理
学
者
と
し
て
高
名
で
す

が
、
長
官
時
代
に
フ
ル
ー
ト
を
は
じ
め
ま
し

た
。実
は
ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
そ
う
で
、若

い
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
一
生
懸
命
に
練
習
し

て
い
ま
し
た
。「
違
う
自
分
を
見
つ
け
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

頭
取
：
新
し
い
こ
と
、
新
し
い
自
分
に
出
会
う

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。今
回

紹
介
し
た
長
活
き
学
校
の
講
師
の
う
ち
、県
内

出
身
者
は
2
名
で
、残
り
の
2
名
は
県
外
出
身

で
す
。ず
っ
と
秋
田
で
暮
ら
し
た
こ
と
か
ら
得

た
学
び
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
県
外
で
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
だ
人
か
ら
は
新
し
い
こ
と
を
学
べ
る

と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、
秋
田
は
移
住
し
た
い
県
の
第
８
位

（
＊
１
）で
す
。秋
田
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
移

住
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。秋
田
の
魅
力
を

多
く
の
人
が
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

湊屋隆夫 銭谷眞美

銭
谷
校
長
：
な
ん
と
い
っ
て
も
秋
田
は
住

み
や
す
い
で
す
よ
。以
前
か
ら
私
は
「
秋
田

県
民
ラ
テ
ン
説
」
を
唱
え
て
い
ま
す
。秋
田

県
民
は
気
性
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。合
理

的
な
面
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
無
計
画
な
と

こ
ろ
も
あ
る
。私
が
育
っ
た
土
崎
は
港
町
な

の
で
「
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
さ
」
と
い

う
感
じ
も
あ
る
。祭
り
好
き
な
気
質
は
秋
田

県
民
の
特
徴
で
し
ょ
う
。重
要
無
形
民
俗
文

化
財
（
＊
2
）
は
県
内
に
17
あ
り
、
全
国
で

ト
ッ
プ
で
す
。秋
田
の
人
た
ち
が
地
域
を
大

事
に
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
昔
か
ら
続
く
行

事
や
お
祭
り
が
よ
く
残
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

頭
取
：
お
祭
り
は
秋
田
の
魅
力
の
ひ
と
つ
だ

と
思
い
ま
す
。「
秋
田
県
民
ラ
テ
ン
説
」
は
非

常
に
興
味
深
い
お
話
し
で
す
ね
。

頭
取
：
お
祭
り
は
世
代
間
の
交
流
を
深
め

ま
す
。若
い
世
代
と
い
え
ば
、秋
田
県
は
小
・

中
学
生
の
学
力
が
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。ど
の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
？

銭
谷
校
長
：
平
成
19
年
か
ら「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」が
再
開（
＊
3
）し
ま
し
た
。

当
時
、
結
果
発
表
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
が
、

秋
田
県
は
、小
学
校
が
一
位
、中
学
校
は
福
井

県
と
並
ん
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
み
ん
な
驚
き

ま
し
た
。「
ま
ぐ
れ
で
は
な
い
か
？
」と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
が
、ず
っ
と
上
位
を
保
っ
て
い

ま
す
。教
育
関
係
者
が
背
景
を
探
っ
た
と
こ

ろ
①
秋
田
県
の
先
生
は
質
が
高
く
、
指
導
方

法
も
よ
い
、
②
少
人
数
教
育
が
行
き
届
い
て

い
る
、
③
三
世
代
が
同
居
す
る
家
庭
が
多
く

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
の
習
慣
が
身
に
つ

い
て
い
る
な
ど
家
庭
の
教
育
環
境
も
よ
い
と

い
っ
た
要
因
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、親
が
子
に「
先
生
の

言
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
聞
き
な
さ
い
」
と
言

い
聞
か
せ
る
な
ど
秋
田
の
人
た
ち
が
先
生
を

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
。教
育
委
員
会
と
学

校
の
関
係
、学
校
と
保
護
者
の
関
係
、家
庭
の

環
境
な
ど
が
総
合
的
に
マ
ッ
チ
し
て
好
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
と
は
学
力
＝
知
育
だ
け
で
な
く
、
徳

育
と
体
育
も
あ
り
ま
す
。こ
の
知
・
徳
・
体

（
ち
・
と
く
・
た
い
）が
秋
田
県
は
優
れ
て
い

る
。た
だ
し
、秋
田
県
の
場
合
は
こ
の
優
秀
な

人
材
が
大
学
へ
の
進
学
を
契
機
に
県
外
へ
流

出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。そ
こ
で
県
内
の
大

学
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。流
出
を
食
い
止
め
る
だ

け
で
な
く
、
他
県
か
ら
若
者
を
呼
び
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
か
ら
。さ
ら
に「
卒
業
し
た
ら

秋
田
で
働
こ
う
」
と
思
う
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ

ア
も
必
要
で
す
。個
々
の
企
業
の
努
力
だ
け

で
な
く
、
行
政
も
含
め
て
秋
田
県
全
体
で
検

討
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

頭
取
：
当
行
が
取
り
組
む
二
本
柱
は
「
地
域

経
済
の
質
の
向
上
」と「
住
み
よ
い
社
会
・
地

域
づ
く
り
」で
す
。（
＊
4
）産
業
の
育
成
に
よ

る
雇
用
創
出
や
、
自
治
体
と
連
携
し
た
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
に
よ
っ
て
人
々
を
県
内
に

呼
び
込
む
。こ
の
よ
う
な
施
策
は
今
後
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

頭
取
：
秋
田
は
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
雇
用
が
と
も
な
う
産
業
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。秋
田
県

は
、
以
前
は
東
北
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
経
済
力
を
有
し
て
い
ま
し
た
。産
業
を
再

び
盛
り
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で

し
ょ
う
か
。

銭
谷
校
長
：
歴
史
的
に
み
て
も
、
秋
田
は
常

に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
た
県
と
い
え

ま
す
。か
つ
て
、秋
田
の
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場
か

ら
は
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
、
カ
ッ
パ
ロ
ケ
ッ

ト
な
ど
が
発
射
さ
れ
、
日
本
の
宇
宙
開
発
黎

明
期
を
支
え
ま
し
た
。戦
前
か
ら
石
油
の
掘

削
や
精
製
化
学
も
盛
ん
で
し
た
。本
来
は「
進

取
の
気
性
」に
富
ん
だ
県
な
の
で
す
。そ
う
し

た
歴
史
に
誇
り
を
も
ち
、
こ
れ
か
ら
の
秋
田

を
考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
秋
田
の
子
ど
も
た
ち
に

歴
史
や
資
源
豊
か
な
地
理
を
勉
強
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
高
齢
の

方
々
が
歴
史
や
地
理
、
自
分
が
学
ん
で
き
た

こ
と
を
若
い
人
に
伝
え
て
ほ
し
い
し
、
も
っ

と
語
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
多
く
の
人

た
ち
が「
秋
田
を
訪
れ
た
い
」と
思
え
る
よ
う

な
文
化
施
設
も
必
要
で
し
ょ
う
。歴
史
的
な

建
造
物
群
を
見
直
す
な
ど
、
文
化
的
な
も
の

を
活
用
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
発
掘
で
人
を
呼

び
込
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

頭
取
：
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
交
流
人
口
を

増
や
す
こ
と
も
大
切
で
す
。秋
田
全
体
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド（
＊
5
）に
ど
う
取
り
組
む
か
が

課
題
で
す
が
、「
日
本
ら
し
い
も
の
を
見
た

い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
根
強
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。そ
の
点
、秋
田
に
は
お
祭
り
を
は
じ
め

日
本
の
原
風
景
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
発
掘
し
て
秋
田
の
み
な
ら
ず
北

東
北
、
い
ず
れ
は
東
北
全
体
ま
で
周
遊
で
き

る
よ
う
な
ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
平
成
28
年
3
月
に
ブ
ラ
ン
ド
ス

ロ
ー
ガ
ン「
創
り
た
い
未
来
が
あ
る
。守
り
た

い
故
郷
が
あ
る
。」を
制
定
し
ま
し
た
が
、
未

来
を
つ
く
り
、地
域
を
守
る
た
め
に
、何
が
で

き
る
か
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
こ
の
対
談
は
平
成
28
年
４
月
18
日
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。）

（＊2）衣食住、生業、信仰、年中行事などに関する風俗慣習、民俗芸能、民族技術な
ど、人々が日常生活の中で生み出し継承してきた無形の民俗文化財のうち、特に重要
なものとして国が指定したもの。全国で296件が指定されている。（平成28年3月時
点）（＊3）全国の小学6年生、中学3年生を対象に毎年4月に行なわれている。以前、
1960年代に「全国中学校一斉学力調査」が行なわれていたため、正式には「再開」と
なる。（＊4）秋田銀行は、子育て世帯に対しては自治体と「子育て支援と定住促進に
関する協定」を締結し、住宅ローンについて特別金利による支援を実施。また、自治体
の利子補給制度と連携した「子育て世帯応援ローン」も扱っている。（＊5）外国人が
訪れてくる旅行のこと。観光立国を国の重要な施策の一つに掲げた「観光立国推進基
本法」の施行、官公庁の設置などで訪日外国人旅行者数が急増している。
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秋
田
銀
行
大
曲
駅
前
支
店
は

平
成
27
年
8
月
に
大
曲
の
通
町

地
区
に
新
築
移
転
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
外
観
の
壁
は
「
花
火
の
街
・

大
仙
市
」
に
マ
ッ
チ
し
た
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
店
舗
東

側
（
大
曲
駅
側
）
か
ら
は
「
大

会
提
供
花
火
」
を
、
西
側
（
再

開
発
エ
リ
ア
側
）か
ら
は「
尺
玉
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
2
種
類
の
花

火
の
デ
ザ
イ
ン
が
浮
き
上
が
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
設
備
面
で
は
、
外
部
と
の
段

差
を
な
く
し
た
こ
と
に
加
え
、

誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び
車
椅

子
利
用
者
向
け
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
し
、「
秋
田
県
バ
リ
ア

フ
リ
ー
社
会
の
形
成
に
関
す
る

条
例
」
に
適
合
し
た
店
舗
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
館
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
を
採
用
し
、
環

境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
型
店
舗

で
も
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
、
よ
り

一
層
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
店
舗
と
し
て
日
々
営
業
し
て

お
り
ま
す
。

　
秋
田
県
の
内
陸
南
部
に
位
置
す
る
大
仙
市
大

曲
。
日
本
屈
指
の
格
式
と
伝
統
を
誇
る
全
国
花

火
競
技
大
会
「
大
曲
の
花
火
」
の
開
催
地
と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
大
曲
の
花
火
」は
、

明
治
43
年
に
「
奥
羽
六
県
煙
火
共
進
会
」
と
し

て
開
催
さ
れ
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
、
今
年
で

90
回
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
花
火
大
会
に
は
、

毎
年
約
70
万
人
も
の
人
々
が
県
内
外
か
ら
訪

れ
、
花
火
師
た
ち
が
創
り
だ
す
幻
想
的
な
光
景

を
楽
し
み
ま
す
。
平
成
29
年
4
月
に
は
世
界
各

国
の
花
火
師
や
研
究
者
が
集
ま
る
「
第
16
回
国

際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
が
決
定
し
、

「
花
火
の
街
」
と
し
て
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
11
月
に
は
Ｊ
Ｒ
大
曲
駅
前

に
複
合
施
設
「
大
曲
ヒ
カ
リ
オ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
医
療
・
福
祉
・
交
通
の
新
た
な
拠

点
と
し
て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
一
翼
を

担
っ
て
お
り
、
大
曲
駅
前
地
区
に
お
け
る
市
街

地
再
開
発
事
業
の
象
徴
と
し
て
今
後
の
役
割
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
羽
州
街
道
の
宿
駅
や
雄
物
川
水
系

の
川
港
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
大
曲
。
現
在

も
秋
田
新
幹
線
や
秋
田
自
動
車
道
が
通
り
、
県

内
有
数
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
そ
の
役
割
は
大

き
く
、よ
り
一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
屈
指
の
格
式
と

伝
統
を
誇
る「
花
火
の
街
」

大曲ヒカリオ
　平成 27 年11月に大曲駅前にオープン
した大型複合施設です。施設内には病
院、バスターミナル、認定こども園に加
え、コミュニティＦＭなどが入ってお
り、地域の拠点施設として位置づけられ
ています。

旧池田氏庭園
　東北三大地主として知られた池田氏の
庭園です。国の名勝に指定されており、洋
館や雪見灯籠が配置された園内には様々
な植物が植えられていることから、四季
折々の風景を楽しむことができます。
　また、  12 代当主の池田甚之助は旧秋田
銀行の初代頭取を務めた人物であり、当
行との縁も深い観光名所です。

【秋田銀行】

大曲駅前
支店

大曲
【大仙 市 】

o
o
m
a
g
a
r
i

日
本
屈
指
の
格
式
と

伝
統
を
誇
る「
花
火
の
街
」
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秋田新幹線

旧池田氏庭園

大曲バイパス

イオン大曲店

角館街道

大仙市役所

←至秋田自動車道

丸 子 川

大曲西道路

大曲ヒカリオ

和合I.C
飯田I.C

山根I.C

花火会場 奥
羽
本
線

雄 

物 

川

大
曲
駅

105

105

36

13

13

秋田銀行
大曲駅前支店

50

305

13



　
秋
田
銀
行
大
曲
駅
前
支
店
は

平
成
27
年
8
月
に
大
曲
の
通
町

地
区
に
新
築
移
転
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
外
観
の
壁
は
「
花
火
の
街
・

大
仙
市
」
に
マ
ッ
チ
し
た
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
店
舗
東

側
（
大
曲
駅
側
）
か
ら
は
「
大

会
提
供
花
火
」
を
、
西
側
（
再

開
発
エ
リ
ア
側
）か
ら
は「
尺
玉
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
2
種
類
の
花

火
の
デ
ザ
イ
ン
が
浮
き
上
が
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
設
備
面
で
は
、
外
部
と
の
段

差
を
な
く
し
た
こ
と
に
加
え
、

誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び
車
椅

子
利
用
者
向
け
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
し
、「
秋
田
県
バ
リ
ア

フ
リ
ー
社
会
の
形
成
に
関
す
る

条
例
」
に
適
合
し
た
店
舗
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
館
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
を
採
用
し
、
環

境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
型
店
舗

で
も
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
、
よ
り

一
層
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
店
舗
と
し
て
日
々
営
業
し
て

お
り
ま
す
。

　
秋
田
県
の
内
陸
南
部
に
位
置
す
る
大
仙
市
大

曲
。
日
本
屈
指
の
格
式
と
伝
統
を
誇
る
全
国
花

火
競
技
大
会
「
大
曲
の
花
火
」
の
開
催
地
と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
大
曲
の
花
火
」は
、

明
治
43
年
に
「
奥
羽
六
県
煙
火
共
進
会
」
と
し

て
開
催
さ
れ
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
、
今
年
で

90
回
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
花
火
大
会
に
は
、

毎
年
約
70
万
人
も
の
人
々
が
県
内
外
か
ら
訪

れ
、
花
火
師
た
ち
が
創
り
だ
す
幻
想
的
な
光
景

を
楽
し
み
ま
す
。
平
成
29
年
4
月
に
は
世
界
各

国
の
花
火
師
や
研
究
者
が
集
ま
る
「
第
16
回
国

際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
が
決
定
し
、

「
花
火
の
街
」
と
し
て
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
11
月
に
は
Ｊ
Ｒ
大
曲
駅
前

に
複
合
施
設
「
大
曲
ヒ
カ
リ
オ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
医
療
・
福
祉
・
交
通
の
新
た
な
拠

点
と
し
て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
一
翼
を

担
っ
て
お
り
、
大
曲
駅
前
地
区
に
お
け
る
市
街

地
再
開
発
事
業
の
象
徴
と
し
て
今
後
の
役
割
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
羽
州
街
道
の
宿
駅
や
雄
物
川
水
系

の
川
港
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
大
曲
。
現
在

も
秋
田
新
幹
線
や
秋
田
自
動
車
道
が
通
り
、
県

内
有
数
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
そ
の
役
割
は
大

き
く
、よ
り
一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
屈
指
の
格
式
と

伝
統
を
誇
る「
花
火
の
街
」

大曲ヒカリオ
　平成 27 年11月に大曲駅前にオープン
した大型複合施設です。施設内には病
院、バスターミナル、認定こども園に加
え、コミュニティＦＭなどが入ってお
り、地域の拠点施設として位置づけられ
ています。

旧池田氏庭園
　東北三大地主として知られた池田氏の
庭園です。国の名勝に指定されており、洋
館や雪見灯籠が配置された園内には様々
な植物が植えられていることから、四季
折々の風景を楽しむことができます。
　また、  12 代当主の池田甚之助は旧秋田
銀行の初代頭取を務めた人物であり、当
行との縁も深い観光名所です。

【秋田銀行】

大曲駅前
支店

大曲
【大仙 市 】

o
o
m
a
g
a
r
i

日
本
屈
指
の
格
式
と

伝
統
を
誇
る「
花
火
の
街
」
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秋田新幹線

旧池田氏庭園

大曲バイパス

イオン大曲店

角館街道

大仙市役所

←至秋田自動車道

丸 子 川

大曲西道路

大曲ヒカリオ

和合I.C
飯田I.C

山根I.C

花火会場 奥
羽
本
線

雄 

物 

川

大
曲
駅

105

105

36

13

13

秋田銀行
大曲駅前支店

50

305

13



設立記念式典

個別商談会

電子記帳台

セミナーの模様

ネ
ッ
パ
ン
協
議
会（
代
表
理
事 

荻
原
猛
）と
の

共
同
事
業
と
し
て
、「『
ネ
ッ
ト
利
活
用
に
よ
る
売

上
増
加
・
販
路
開
拓
』支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し

ま
し
た
。ネ
ッ
ト
利
活
用
に
よ
る
店
舗
へ
の
誘
客

方
法
や
売
上
増
加
・
販
路
開
拓
方
法
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「『
ネ
ッ
ト
利
活
用
に
よ
る
売
上
増
加・

販
路
開
拓
』支
援
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催

お
取
引
先
企
業
や
地
域
の
皆
さ
ま
が
直
面
し

て
い
る
様
々
な
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、地
域

経
済
基
盤
の
拡
充
と
地
域
産
業
の
育
成
に
資
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、1
0
0
％
子
会

社「
株
式
会
社
あ
き
ぎ
ん
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
」を
設
立
し
ま
し
た
。

「
株
式
会
社
あ
き
ぎ
ん
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」の
設
立

平
成
27
年

6
月

全
国
的
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家
の

問
題
解
決
に
向
け
、全
国
で
初
め
て「
所
有
者
」と

「
借
主
」の
双
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る「〈
あ
き

ぎ
ん
〉空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
」の
取
扱
い
を

開
始
し
ま
し
た
。

「〈
あ
き
ぎ
ん
〉空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム

ロ
ー
ン
」の
取
扱
開
始

８
月

平
成
28
年

1
月

県
内
金
融
機
関
で
は
初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

専
用「
口
座
開
設
ア
プ
リ
」を
使
用
し
た
口
座
開

設
の
取
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。本
ア
プ
リ
に
よ

り
、「
ご
来
店
や
口
座
開
設
申
込
書
類
の
郵
送
が

不
要
」、「
最
短
１
週
間
程
度
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
お
手
元
に
お
届
け
」な
ど
、お
客
さ
ま
の
利
便

性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
当
行
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用

「
口
座
開
設
ア
プ
リ
」の
取
扱
開
始

「
あ
き
ぎ
ん
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
バ
ン
ク
宣

言
」の
一
環
と
し
て
、ご
来
店
さ
れ
る
お
客
さ
ま
が

よ
り
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、伝
票
等

の
記
入
負
担
を
軽
減
す
る「
電
子
記
帳
台
」を
本

店
営
業
部
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、卓
上

型
対
話
支
援
シ
ス
テ
ム「
C
O
M
U
O
O
N（
コ

ミ
ュ
ー
ン
）」を

秋
田
市
内
の

５
店
舗
に
設

置
し
て
お
り

ま
す
。（
平
成

28
年
6
月
末

現
在
）

「
電
子
記
帳
台
」お
よ
び

「
卓
上
型
対
話
支
援
シ
ス
テ
ム

『
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｎ（
コ
ミ
ュ
ー
ン
）』」の
設
置

2
月

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
や
企
業
に
お
い

て
必
要
と
な
る
対
策
等
に
つ
い
て
、「〈
あ
き
ぎ

ん
〉マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し

ま
し
た
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
企
業
に
与
え

る
影
響
や
制
度
開
始
ま
で
に
必
要
な
対
策
な
ど

に
加
え
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
管
理
な
ど
を
代
行
す

る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

「〈
あ
き
ぎ
ん
〉

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」の

開
催

秋
田
県
、台
日
産
業
連
携
推
進
オ
フ
ィ
ス（
Ｔ

Ｊ
Ｐ
Ｏ
）お
よ
び
中
國
信
託
商
業
銀
行
と
共
同

で「
台
湾
企
業
と
の
個
別
商
談
会
＆
交
流
会
in

秋
田
」を
開
催
し
ま
し
た
。台
湾
企
業
14
社
と

県
内
企
業
24
社
が
参
加
し
た
商
談
会
の
ほ
か
、

セ
ミ
ナ
ー
や
県
内
企
業
視
察
な
ど
を
実
施
し
、

経
済
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

「
台
湾
企
業
と
の
個
別
商
談
会
＆

交
流
会 

in 

秋
田
」の
開
催

11
月

事
業
承
継
対
策
お
よ
び
成
長
戦
略
の
ツ
ー
ル

と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て
、

「〈
あ
き
ぎ
ん
〉Ｍ
＆
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま

し
た
。セ
ミ
ナ
ー
で
は
、会
社
を
譲
渡
し
た
経
営

者
か
ら
、譲
渡
を
決
断
し
た
経
緯
や
Ｍ
＆
Ａ
の

留
意
点
な
ど
、実
体
験
を
基
に
し
た
講
演
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「〈
あ
き
ぎ
ん
〉

Ｍ
＆
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

仙
台
市
内
に
３
か
店
目
と
な
る「
仙
台
泉
中

央
支
店
」を
開
設
し
ま
し
た
。新
店
舗
は
個
人

の
お
客
さ
ま
を
対
象
と
し
た
店
舗
と
し
て
、よ

り
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、平
日

は
10
時
か
ら
18
時
ま
で
、土
曜
・
日
曜
日
も
10
時

か
ら
17
時
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

「
仙
台
泉
中
央
支
店
」の
オ
ー
プ
ン

10
月

海
外
進
出
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
株
式
会
社
フ
ォ
ー
バ
ル（
代
表
取
締

役
社
長 

中
島
將
典
）と
提
携
し
、東
南
ア
ジ
ア

地
域
へ
の
進
出
を
検
討
さ
れ
て
い
る
県
内
企
業

の
皆
さ
ま
に
対
し
、進
出
前
の
検
討
段
階
か
ら

進
出
後
の
運
営
に
至
る
ま
で
、一
貫
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
フ
ォ
ー
バ
ル
と
の

海
外
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
業
務
提
携

12
月

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
に
よ
る

大
森
山
動
物
園「
あ
き
ぎ
ん

〜
オ
モ
リ
ン
の
森
〜
」の
誕
生

地
域
の
文
化
活
動
の
振
興
へ
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、秋
田
市
大
森
山
動
物
園
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ（
命
名
権
）を
取
得
し
、大

森
山
動
物
園「
あ
き
ぎ
ん
〜
オ
モ
リ
ン
の
森
〜
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

看
板
除
幕
式
に
は
、タ
レ
ン
ト
の
高
木
美
保

名
誉
園
長
が
出
席
し
た
ほ
か
、当
行
吹
奏
楽
団

に
よ
る
ウ
エ
ル
カ
ム
演
奏
を
実
施
し
、来
園
者

の
皆
さ
ま
を
歓
迎
い
た
し
ま
し
た
。

3
月

大
潟
村
の
定
住
促
進
と
地
方
創
生
の
推
進
に

向
け
た
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。本
協
定
に
も
と

づ
く
施
策
と
し
て
、定
住
促
進
の
観
点
か
ら
村
の

分
譲
地
向
け
住
宅
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
特
別
金
利

を
適
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、村
の
加
速
化
交
付
金
事
業
で
あ
る
大
潟

村
産
農
産
物
の
海
外
輸
出
支
援
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

大
潟
村
と
の

「
子
育
て
支
援
な
ら
び
に
定
住
促
進
に

関
す
る
地
方
創
生
連
携
協
定
」締
結

仙台泉中央支店

A-Bank News

2015年度
の

看板除幕式

締結式の模様

も
の
づ
く
り
分
野
に
特
化
し
た「
メ
ー
カ
ー

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム『
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ
』」を

運
営
す
る
リ
ン
カ
ー
ズ
株
式
会
社（
代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ 

前
田
佳
宏
）と
業
務
提
携
し
ま
し
た
。本

提
携
に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
じ
た

地
域
の
も
の
づ
く
り
企
業
の
皆
さ
ま
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

リ
ン
カ
ー
ズ
株
式
会
社

と
の
業
務
提
携

リンカーズ株式会社との
提携イメージ図

発注情報を一斉配信！

信頼できるネットワーク
から迅速に多数の
候補企業が集まる！

リンカーズLinkers
運営事務局

研究機関 大学企業

コーディネーター

研究機関 大学企業

コーディネーター

研究機関 大学企業

ご発注 発注企業
（お客様）

発注情報に合った企業を
コーディネーターが推薦

秋田銀行が
受注企業を推薦

地元と強固な信頼関係 地元と強固な信頼関係 地元と強固な信頼関係

　　　　　を

発注企業に紹介

ネットワーク（守秘義務契約）
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設立記念式典

個別商談会

電子記帳台

セミナーの模様

ネ
ッ
パ
ン
協
議
会（
代
表
理
事 

荻
原
猛
）と
の

共
同
事
業
と
し
て
、「『
ネ
ッ
ト
利
活
用
に
よ
る
売

上
増
加
・
販
路
開
拓
』支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し

ま
し
た
。ネ
ッ
ト
利
活
用
に
よ
る
店
舗
へ
の
誘
客

方
法
や
売
上
増
加
・
販
路
開
拓
方
法
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「『
ネ
ッ
ト
利
活
用
に
よ
る
売
上
増
加・

販
路
開
拓
』支
援
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催

お
取
引
先
企
業
や
地
域
の
皆
さ
ま
が
直
面
し

て
い
る
様
々
な
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、地
域

経
済
基
盤
の
拡
充
と
地
域
産
業
の
育
成
に
資
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、1
0
0
％
子
会

社「
株
式
会
社
あ
き
ぎ
ん
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
」を
設
立
し
ま
し
た
。

「
株
式
会
社
あ
き
ぎ
ん
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」の
設
立

平
成
27
年

6
月

全
国
的
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家
の

問
題
解
決
に
向
け
、全
国
で
初
め
て「
所
有
者
」と

「
借
主
」の
双
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る「〈
あ
き

ぎ
ん
〉空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
」の
取
扱
い
を

開
始
し
ま
し
た
。

「〈
あ
き
ぎ
ん
〉空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム

ロ
ー
ン
」の
取
扱
開
始

８
月

平
成
28
年

1
月

県
内
金
融
機
関
で
は
初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

専
用「
口
座
開
設
ア
プ
リ
」を
使
用
し
た
口
座
開

設
の
取
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。本
ア
プ
リ
に
よ

り
、「
ご
来
店
や
口
座
開
設
申
込
書
類
の
郵
送
が

不
要
」、「
最
短
１
週
間
程
度
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
お
手
元
に
お
届
け
」な
ど
、お
客
さ
ま
の
利
便

性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
当
行
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用

「
口
座
開
設
ア
プ
リ
」の
取
扱
開
始

「
あ
き
ぎ
ん
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
バ
ン
ク
宣

言
」の
一
環
と
し
て
、ご
来
店
さ
れ
る
お
客
さ
ま
が

よ
り
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、伝
票
等

の
記
入
負
担
を
軽
減
す
る「
電
子
記
帳
台
」を
本

店
営
業
部
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、卓
上

型
対
話
支
援
シ
ス
テ
ム「
C
O
M
U
O
O
N（
コ

ミ
ュ
ー
ン
）」を

秋
田
市
内
の

５
店
舗
に
設

置
し
て
お
り

ま
す
。（
平
成

28
年
6
月
末

現
在
）

「
電
子
記
帳
台
」お
よ
び

「
卓
上
型
対
話
支
援
シ
ス
テ
ム

『
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｎ（
コ
ミ
ュ
ー
ン
）』」の
設
置

2
月

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
や
企
業
に
お
い

て
必
要
と
な
る
対
策
等
に
つ
い
て
、「〈
あ
き
ぎ

ん
〉マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し

ま
し
た
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
企
業
に
与
え

る
影
響
や
制
度
開
始
ま
で
に
必
要
な
対
策
な
ど

に
加
え
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
管
理
な
ど
を
代
行
す

る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

「〈
あ
き
ぎ
ん
〉

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」の

開
催

秋
田
県
、台
日
産
業
連
携
推
進
オ
フ
ィ
ス（
Ｔ

Ｊ
Ｐ
Ｏ
）お
よ
び
中
國
信
託
商
業
銀
行
と
共
同

で「
台
湾
企
業
と
の
個
別
商
談
会
＆
交
流
会
in

秋
田
」を
開
催
し
ま
し
た
。台
湾
企
業
14
社
と

県
内
企
業
24
社
が
参
加
し
た
商
談
会
の
ほ
か
、

セ
ミ
ナ
ー
や
県
内
企
業
視
察
な
ど
を
実
施
し
、

経
済
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

「
台
湾
企
業
と
の
個
別
商
談
会
＆

交
流
会 

in 

秋
田
」の
開
催

11
月

事
業
承
継
対
策
お
よ
び
成
長
戦
略
の
ツ
ー
ル

と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て
、

「〈
あ
き
ぎ
ん
〉Ｍ
＆
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま

し
た
。セ
ミ
ナ
ー
で
は
、会
社
を
譲
渡
し
た
経
営

者
か
ら
、譲
渡
を
決
断
し
た
経
緯
や
Ｍ
＆
Ａ
の

留
意
点
な
ど
、実
体
験
を
基
に
し
た
講
演
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「〈
あ
き
ぎ
ん
〉

Ｍ
＆
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

仙
台
市
内
に
３
か
店
目
と
な
る「
仙
台
泉
中

央
支
店
」を
開
設
し
ま
し
た
。新
店
舗
は
個
人

の
お
客
さ
ま
を
対
象
と
し
た
店
舗
と
し
て
、よ

り
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、平
日

は
10
時
か
ら
18
時
ま
で
、土
曜
・
日
曜
日
も
10
時

か
ら
17
時
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

「
仙
台
泉
中
央
支
店
」の
オ
ー
プ
ン

10
月

海
外
進
出
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
株
式
会
社
フ
ォ
ー
バ
ル（
代
表
取
締

役
社
長 

中
島
將
典
）と
提
携
し
、東
南
ア
ジ
ア

地
域
へ
の
進
出
を
検
討
さ
れ
て
い
る
県
内
企
業

の
皆
さ
ま
に
対
し
、進
出
前
の
検
討
段
階
か
ら

進
出
後
の
運
営
に
至
る
ま
で
、一
貫
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
フ
ォ
ー
バ
ル
と
の

海
外
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
業
務
提
携

12
月

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
に
よ
る

大
森
山
動
物
園「
あ
き
ぎ
ん

〜
オ
モ
リ
ン
の
森
〜
」の
誕
生

地
域
の
文
化
活
動
の
振
興
へ
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、秋
田
市
大
森
山
動
物
園
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ（
命
名
権
）を
取
得
し
、大

森
山
動
物
園「
あ
き
ぎ
ん
〜
オ
モ
リ
ン
の
森
〜
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

看
板
除
幕
式
に
は
、タ
レ
ン
ト
の
高
木
美
保

名
誉
園
長
が
出
席
し
た
ほ
か
、当
行
吹
奏
楽
団

に
よ
る
ウ
エ
ル
カ
ム
演
奏
を
実
施
し
、来
園
者

の
皆
さ
ま
を
歓
迎
い
た
し
ま
し
た
。

3
月

大
潟
村
の
定
住
促
進
と
地
方
創
生
の
推
進
に

向
け
た
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。本
協
定
に
も
と

づ
く
施
策
と
し
て
、定
住
促
進
の
観
点
か
ら
村
の

分
譲
地
向
け
住
宅
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
特
別
金
利

を
適
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、村
の
加
速
化
交
付
金
事
業
で
あ
る
大
潟

村
産
農
産
物
の
海
外
輸
出
支
援
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

大
潟
村
と
の

「
子
育
て
支
援
な
ら
び
に
定
住
促
進
に

関
す
る
地
方
創
生
連
携
協
定
」締
結

仙台泉中央支店

A-Bank News

2015年度
の

看板除幕式

締結式の模様

も
の
づ
く
り
分
野
に
特
化
し
た「
メ
ー
カ
ー

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム『
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ
』」を

運
営
す
る
リ
ン
カ
ー
ズ
株
式
会
社（
代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ 

前
田
佳
宏
）と
業
務
提
携
し
ま
し
た
。本

提
携
に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
じ
た

地
域
の
も
の
づ
く
り
企
業
の
皆
さ
ま
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

リ
ン
カ
ー
ズ
株
式
会
社

と
の
業
務
提
携

リンカーズ株式会社との
提携イメージ図

発注情報を一斉配信！

信頼できるネットワーク
から迅速に多数の
候補企業が集まる！

リンカーズLinkers
運営事務局

研究機関 大学企業

コーディネーター

研究機関 大学企業

コーディネーター

研究機関 大学企業

ご発注 発注企業
（お客様）

発注情報に合った企業を
コーディネーターが推薦

秋田銀行が
受注企業を推薦

地元と強固な信頼関係 地元と強固な信頼関係 地元と強固な信頼関係

　　　　　を

発注企業に紹介

ネットワーク（守秘義務契約）
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経常利益 当期純利益

不良債権への対応 コア業務純益（※）…91億円

※【コア業務純益】

　コア業務純益（※）は、経費の大幅な減少により、前年同期比11
億円増加し、91億円となりました。

用
語
解
説

　銀行の本来業務（預金、貸出、為替、有価証券など）から得られた利益で
ある「業務純益」から、期ごとに特殊な要因で大きく変動する「一般貸倒
引当金繰入額」と「国債等債券関係損益」を除いたもので、「銀行の基本的
な利益」を示します。

■ コア業務純益の推移

（単位：億円）

経常利益…92億円 当期純利益…64億円

　経常利益は、株式等売却益と与信関係費用の戻入益が減少し
たことにより、18億円減少の92億円となり、当期純利益は3億
円減少の64億円となりました。

■ 経常利益と当期純利益の推移
（単位：億円）

格付け（※）…A＋

【格付け】

　当行は、日本格付研究所（ＪＣＲ）から長期発行体格付について
格付けランクの上位に位置する「Ａ+」を取得しております。
　「Ａ」は、「債務履行の確実性は高い」と定義されており、当行の
財務内容の健全性が評価されていることを示しております。

用
語
解
説

　格付けとは企業が発行する債券が「約束通りに元本および利息が支払
われる確実性の程度」を利害関係のない第三者（格付け会社）が判断し、そ
の結果を簡潔な記号にしたものです。なお、このランクが上位に位置する
ほど安全性が高いとされています。

+-A

AAA
+-AA

+- BBB
+-BB
+-B

CCC
CC
C

LD
D

+A
当行の格付け

安
全
性

高い

低い

■ 自己資本比率（単体）の推移

区　分

破産更生債権及び
これらに準ずる債権（※1）0.8％

危険債権（※2）

要管理債権（※3）

合　計

残高
（Ａ）

保全
（Ｂ）＋（Ｃ）＝（D）担保・保証等（Ｂ）貸倒引当金（Ｃ）

保全率

124

286

4

415

124

234

2

360

35

198

2

235

89

35

1

125

100.00

81.61

52.26

86.79

注１／単位未満四捨五入　注２／保全率＝（Ｄ）÷（Ａ）×100

正常債権
1兆5,706億円
97.4％

（単位：億円）

（％）

0.0％

1.8％

※1 【破産更生債権及びこれらに準ずる債権】
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の
申し立て等の事由により、経営破綻に陥っている
お取引先に対する債権およびこれらに準ずる債
権です。

※2 【危険債権】
　お取引先の財政状態および経営成
績が悪化し、契約にしたがった債権の
元本回収および利息の受取りができ
ない可能性の高い債権です。

※3 【要管理債権】
　3か月以上延滞債権および貸出
条件緩和債権（金利の減免や利息の
支払い、元本の返済を猶予した貸出
金など）です。

平成28年3月末現在

　当行では、従来より貸出資産の健全化に積極的に取り組
んでおります。具体的には、本部内に設置している「企業経
営支援室」をはじめ、各営業店においてお取引先の経営改
善に向けた各種支援活動を積極的に行っております。
　平成28年3月期の与信費用は、お取引先の倒産や業態
悪化が低位で推移したため、前年に引き続き低水準の1億
円となりました。
　また、平成28年3月末の不良債権額（金融再生法開示
債権ベース）は415億円ですが、この不良債権が将来回収
不能となった場合の備えである保全額（貸倒引当金、担保・

保証）は360億円であり、その保全率は86.79％と、高い
水準を確保しております。
　なお、金融再生法開示債権のうち、危険債権および要管
理債権は、現在事業を継続されているお取引先への債権で
すので、すべてが回収不能に至るものではありません。仮
に、金融再生法開示債権がすべて回収不能になった場合、
追加で必要な不良債権処理費用は55億円（金融再生法開
示債権415億円－保全額360億円）ですが、「利益剰余
金」（1,098億円）だけでも十分対応可能な水準です。　

20

0

-20

（単位：億円）

500

600

700

800

400
平成28年
3月末

平成26年
3月末

平成27年
3月末

2.00

3.00

4.00

5.00

1.00

2.57

3.05

3.69

（単位：億円） （単位：％）

※与信費用＝不良債権処理費用＋一般貸倒引当金繰入額
　　　　　　－一般貸倒引当金戻入益

■ 金融再生法開示債権の状況

不良債権比率 金融再生法開示債権不良債権処理費用
一般貸倒引当金戻入益

一般貸倒引当金繰入額
与信費用

■ 償却・引当の状況 ■ 金融再生法開示債権推移

金融再生法開示債権に対する保全の状況

用
語
解
説

収益性・健全性 AKITA BANK REPORT 2016資産の健全化 AKITA BANK REPORT 2016

自己資本比率（※）（単体）…11.48％

　平成28年3月末の自己資本比率は、利益計上による自己資
本額の増加により、前期末比0.10ポイント向上し11.48％と
なり、引き続き国内基準行に求められる４％を大きく上回る水準
を維持しております。

【自己資本比率】
　貸出金などの資産（リスク・アセット）に対する自己資本の割合で、銀行
の健全性を示す指標のひとつです。海外に営業拠点を有する銀行は国際
統一基準で8％以上、海外に営業拠点を持たない銀行（当行）は国内基準
で4％以上を維持することが求められています。

用
語
解
説

平成28年
3月期

平成26年
3月期

平成27年
3月期

6

11

0

4

▲6

10

 バーゼルⅢ基準

0

4

2

6

8

0
平成26年
3月末

平成27年
3月末

平成28年
3月末

12

10

（単位：％）

平成28年
3月期

平成27年
3月期

平成26年
3月期

平成28年
3月期

平成27年
3月期

平成26年
3月期

40

60

20

80

0

100
9191

80808484

国内基準
4％

557
11.4811.3811.45

415

476

17

1

9

0

▲8
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不良債権への対応 コア業務純益（※）…91億円

※【コア業務純益】

　コア業務純益（※）は、経費の大幅な減少により、前年同期比11
億円増加し、91億円となりました。

用
語
解
説

　銀行の本来業務（預金、貸出、為替、有価証券など）から得られた利益で
ある「業務純益」から、期ごとに特殊な要因で大きく変動する「一般貸倒
引当金繰入額」と「国債等債券関係損益」を除いたもので、「銀行の基本的
な利益」を示します。

■ コア業務純益の推移

（単位：億円）

経常利益…92億円 当期純利益…64億円

　経常利益は、株式等売却益と与信関係費用の戻入益が減少し
たことにより、18億円減少の92億円となり、当期純利益は3億
円減少の64億円となりました。

■ 経常利益と当期純利益の推移
（単位：億円）

格付け（※）…A＋

【格付け】

　当行は、日本格付研究所（ＪＣＲ）から長期発行体格付について
格付けランクの上位に位置する「Ａ+」を取得しております。
　「Ａ」は、「債務履行の確実性は高い」と定義されており、当行の
財務内容の健全性が評価されていることを示しております。

用
語
解
説

　格付けとは企業が発行する債券が「約束通りに元本および利息が支払
われる確実性の程度」を利害関係のない第三者（格付け会社）が判断し、そ
の結果を簡潔な記号にしたものです。なお、このランクが上位に位置する
ほど安全性が高いとされています。

+-A

AAA
+-AA

+- BBB
+-BB
+-B

CCC
CC
C

LD
D

+A
当行の格付け

安
全
性

高い

低い

■ 自己資本比率（単体）の推移

区　分

破産更生債権及び
これらに準ずる債権（※1）0.8％

危険債権（※2）

要管理債権（※3）

合　計

残高
（Ａ）

保全
（Ｂ）＋（Ｃ）＝（D）担保・保証等（Ｂ）貸倒引当金（Ｃ）

保全率

124

286

4

415

124

234

2

360

35

198

2

235

89

35

1

125

100.00

81.61

52.26

86.79

注１／単位未満四捨五入　注２／保全率＝（Ｄ）÷（Ａ）×100

正常債権
1兆5,706億円
97.4％

（単位：億円）

（％）

0.0％

1.8％

※1 【破産更生債権及びこれらに準ずる債権】
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の
申し立て等の事由により、経営破綻に陥っている
お取引先に対する債権およびこれらに準ずる債
権です。

※2 【危険債権】
　お取引先の財政状態および経営成
績が悪化し、契約にしたがった債権の
元本回収および利息の受取りができ
ない可能性の高い債権です。

※3 【要管理債権】
　3か月以上延滞債権および貸出
条件緩和債権（金利の減免や利息の
支払い、元本の返済を猶予した貸出
金など）です。

平成28年3月末現在

　当行では、従来より貸出資産の健全化に積極的に取り組
んでおります。具体的には、本部内に設置している「企業経
営支援室」をはじめ、各営業店においてお取引先の経営改
善に向けた各種支援活動を積極的に行っております。
　平成28年3月期の与信費用は、お取引先の倒産や業態
悪化が低位で推移したため、前年に引き続き低水準の1億
円となりました。
　また、平成28年3月末の不良債権額（金融再生法開示
債権ベース）は415億円ですが、この不良債権が将来回収
不能となった場合の備えである保全額（貸倒引当金、担保・

保証）は360億円であり、その保全率は86.79％と、高い
水準を確保しております。
　なお、金融再生法開示債権のうち、危険債権および要管
理債権は、現在事業を継続されているお取引先への債権で
すので、すべてが回収不能に至るものではありません。仮
に、金融再生法開示債権がすべて回収不能になった場合、
追加で必要な不良債権処理費用は55億円（金融再生法開
示債権415億円－保全額360億円）ですが、「利益剰余
金」（1,098億円）だけでも十分対応可能な水準です。　
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（単位：億円）
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※与信費用＝不良債権処理費用＋一般貸倒引当金繰入額
　　　　　　－一般貸倒引当金戻入益

■ 金融再生法開示債権の状況

不良債権比率 金融再生法開示債権不良債権処理費用
一般貸倒引当金戻入益

一般貸倒引当金繰入額
与信費用

■ 償却・引当の状況 ■ 金融再生法開示債権推移

金融再生法開示債権に対する保全の状況

用
語
解
説

収益性・健全性 AKITA BANK REPORT 2016資産の健全化 AKITA BANK REPORT 2016

自己資本比率（※）（単体）…11.48％

　平成28年3月末の自己資本比率は、利益計上による自己資
本額の増加により、前期末比0.10ポイント向上し11.48％と
なり、引き続き国内基準行に求められる４％を大きく上回る水準
を維持しております。

【自己資本比率】
　貸出金などの資産（リスク・アセット）に対する自己資本の割合で、銀行
の健全性を示す指標のひとつです。海外に営業拠点を有する銀行は国際
統一基準で8％以上、海外に営業拠点を持たない銀行（当行）は国内基準
で4％以上を維持することが求められています。

用
語
解
説

平成28年
3月期
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3月期

平成27年
3月期
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秋田県内
22,672億円
88.2%

秋田県外
3,035億円
11.8%

預金の状況

預り資産（※）残高の推移個人ローンの状況
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15,000

20,000

25,000

0

預金・譲渡性預金 うち個人預金

16,76716,767

25,70725,707

16,63716,637

25,60725,607

16,23516,235

24,95324,953

平成28年
3月末

平成27年
3月末

平成26年
3月末

■ 預金残高

（単位：億円）　個人預金、法人預金の増加により、前年同期末比100億円
増加し、2兆5,707億円となりました。
　平成２8年３月末の預金・譲渡性預金残高に占める秋田県
内残高の割合は88.2％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、５6.3％と高い
水準を維持しております。

貸出金の状況

5,000

10,000

0
平成28年
3月末

平成27年
3月末

平成26年
3月末

15,000

貸出金 うち中小企業等向け

8,4918,491

16,03216,032

8,3228,322

15,49215,492
14,96314,963

8,0988,098

■ 貸出金残高

（単位：億円）　事業先向け、個人ローン、地公体向けともに増加したことによ
り、前年同期末比540億円増加し、1兆6,032億円となりま
した。
　平成２8年３月末の貸出金残高に占める中小企業等向け貸出
金の割合は、52.9％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、52.5％と高い水準
を維持しております。
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2,400

0
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（単位：億円） 公共債残高 投資信託残高 生命保険残高

　預り資産は、生命保険契約残高が増加したことに
より、前年同期末比26億円増加し、2,225億円と
なりました。

■ 秋田県内シェア（金融機関別）
平成28年3月末

■ 預金者別
平成28年3月末

■ 個人ローンの推移 ■ 預り資産残高の推移

【預り資産】用
語
解
説

　公共債、投資信託、生命保険など金融商品を総称して
「預り資産」と呼んでおります。また、個人年金保険、一時払
終身保険を総称して「生命保険」と呼んでおります。

　個人ローンは、住宅ローンが前年同期末比75億円
増加したことを主因として、前年同期末比88億円増
加いたしました。
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759

1,219

2,297

平成27年3月末

377

650

1,107
2,135

平成26年3月末

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
平成26年3月末 平成27年3月末

（単位：億円） 個人ローン うち住宅ローン

■ 秋田県内シェア（金融機関別）
平成28年3月末

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
 ［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

3,208

2,992

■ 県内外別
平成28年3月末

県内預金内訳

■ 県内外別
平成28年3月末

県内向け貸出金内訳

■ 貸出先別
平成28年3月末

うち個人
15,344億円

（67.7％）

うち法人
4,684億円

（20.6％）

その他
2,644億円

（11.7％）

うち中小企業向け
3,568億円

（31.2％）

うち個人向け
3,349億円

（29.2％）

その他（地公体ほか）
4,539億円

（39.6％）

預金・預り資産の状況 AKITA BANK REPORT 2016貸出金の状況 AKITA BANK REPORT 2016

その他
7.2%

他行
40.3%

当行
52.5%

その他
2,822億円
11.0%

個人
16,767億円
65.2%

法人
6,118億円
23.8%

その他
8.9%

他行
34.8%

当行
56.3%

中小企業等
向け貸出金
52.9%

その他
3,845億円
24.0%

中小企業向け
4,911億円
30.6%

個人向け
3,580億円
22.3%

地方公共団体向け
3,696億円
23.1%

秋田県内向け
11,456億円
71.5%

秋田県外向け
4,576億円
28.5%

3,295

3,065

3,383
3,140

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
●譲渡性預金は含まれておりません。　［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

2,199

114

736

1,374
2,225
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秋田県内
22,672億円
88.2%

秋田県外
3,035億円
11.8%

預金の状況

預り資産（※）残高の推移個人ローンの状況

10,000

5,000

15,000

20,000

25,000

0

預金・譲渡性預金 うち個人預金

16,76716,767

25,70725,707

16,63716,637

25,60725,607

16,23516,235

24,95324,953

平成28年
3月末

平成27年
3月末

平成26年
3月末

■ 預金残高

（単位：億円）　個人預金、法人預金の増加により、前年同期末比100億円
増加し、2兆5,707億円となりました。
　平成２8年３月末の預金・譲渡性預金残高に占める秋田県
内残高の割合は88.2％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、５6.3％と高い
水準を維持しております。

貸出金の状況

5,000

10,000

0
平成28年
3月末

平成27年
3月末

平成26年
3月末

15,000

貸出金 うち中小企業等向け

8,4918,491

16,03216,032

8,3228,322

15,49215,492
14,96314,963

8,0988,098

■ 貸出金残高

（単位：億円）　事業先向け、個人ローン、地公体向けともに増加したことによ
り、前年同期末比540億円増加し、1兆6,032億円となりま
した。
　平成２8年３月末の貸出金残高に占める中小企業等向け貸出
金の割合は、52.9％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、52.5％と高い水準
を維持しております。
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（単位：億円） 公共債残高 投資信託残高 生命保険残高

　預り資産は、生命保険契約残高が増加したことに
より、前年同期末比71億円増加し、2,368億円と
なりました。

■ 秋田県内シェア（金融機関別）
平成28年3月末

■ 預金者別
平成28年3月末

■ 個人ローンの推移 ■ 預り資産残高の推移

【預り資産】用
語
解
説

　公共債、投資信託、生命保険など金融商品を総称して
「預り資産」と呼んでおります。また、個人年金保険、一時払
終身保険を総称して「生命保険」と呼んでおります。

　個人ローンは、住宅ローンが前年同期末比75億円
増加したことを主因として、前年同期末比88億円増
加いたしました。
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2,230
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平成26年3月末 平成27年3月末

（単位：億円） 個人ローン うち住宅ローン

■ 秋田県内シェア（金融機関別）
平成28年3月末

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
 ［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

3,208

2,992

■ 県内外別
平成28年3月末

県内預金内訳

■ 県内外別
平成28年3月末

県内向け貸出金内訳

■ 貸出先別
平成28年3月末

うち個人
15,344億円

（67.7％）

うち法人
4,684億円

（20.6％）

その他
2,644億円

（11.7％）

うち中小企業向け
3,568億円

（31.2％）

うち個人向け
3,349億円

（29.2％）

その他（地公体ほか）
4,539億円

（39.6％）

預金・預り資産の状況 AKITA BANK REPORT 2016貸出金の状況 AKITA BANK REPORT 2016
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3,845億円
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中小企業向け
4,911億円
30.6%

個人向け
3,580億円
22.3%

地方公共団体向け
3,696億円
23.1%

秋田県内向け
11,456億円
71.5%

秋田県外向け
4,576億円
28.5%

3,295

3,065

3,383
3,140

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
●譲渡性預金は含まれておりません。　［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

2,297

114

736

1,517
2,2972,368
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AKITA BANK REPORT 2016
店舗ネットワーク
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（018）846-3001
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秋田市山王三丁目2番1号

秋田市八橋本町三丁目19番26号

秋田市山王一丁目1番1号（秋田市庁舎内）

秋田市山王四丁目1番1号（秋田県庁舎内）

秋田市山王六丁目3番16号

秋田市新屋勝平町2番19号

秋田市大町二丁目4番44号

秋田市中通四丁目5番6号

秋田市中通六丁目3番15号

秋田市南通みその町7番18号

秋田市旭南三丁目5番3号

秋田市新屋扇町12番29号

秋田市泉中央一丁目3番8号

秋田市泉南三丁目17番23号

秋田市寺内堂ノ沢三丁目1番12号

秋田市外旭川八柳三丁目14番52号

秋田市広面字蓮沼93番地

秋田市広面字谷地田89番1

秋田市手形字山崎160番1

秋田市桜二丁目16番12号

秋田市手形字上川原13番地の1

秋田市茨島四丁目7番26号

秋田市牛島東一丁目11番1号

秋田市仁井田本町五丁目11番3号

秋田市御所野地蔵田二丁目1番50号

秋田市土崎港中央三丁目3番11号

秋田市土崎港東二丁目11番40号

秋田市土崎港北四丁目10番15号

秋田市河辺和田字北條ヶ崎12番地の4

秋田市雄和妙法字上大部128番地の2

男鹿市船川港船川字栄町27番地

男鹿市北浦北浦字北浦100番地

男鹿市船越字船越292番地

南秋田郡五城目町字下夕町229番地

南秋田郡大潟村字中央2番地の12

能代市柳町1番18号

能代市字寿域長根54番地の13

能代市二ツ井町字三千苅80番1

山本郡三種町鹿渡字片カリ橋236番

山本郡八峰町八森字中浜60番地の3

山本郡藤里町藤琴字藤琴51番地

北秋田市花園町2番29号

北秋田市阿仁銀山字下新町33番地

大館市字大町19番地

大館市比内町扇田字上扇田80番地の3

大館市御成町二丁目18番38号

大館市片山町二丁目3番12号

大館市早口字上野45番地の10

潟上市
追 分 支 店

天 王 支 店

大久保支店

土日　＋

土日　＋

土日　＋

（018）873-5455

（018）878-9211

（018）877-2122

潟上市天王字追分20番地の1

潟上市天王字二田219番地の113

潟上市昭和大久保字虻川境3番地の10

（0187）53-3111

（0187）43-1311

（0187）84-1011

（0182）32-3150

（0182）32-2081

（0182）24-0550

（0182）42-0081

（0182）45-5271

（0183）73-3111

（0183）42-3100

（0183）62-1131

（0184）22-0921

（0184）73-3311

（0184）24-3363

（0184）55-3122

仙北市角館町田町上丁4番5

仙北市田沢湖生保内字街道ノ上96番地の1

仙北郡美郷町六郷字上町63番地

横手市田中町1番3号

横手市条里一丁目12番21号

横手市平鹿町浅舞字浅舞246番地の1

横手市十文字町字本町9番地の2

横手市増田町増田字石神84番地の2

湯沢市柳町二丁目1番48号

湯沢市川連町字平城下14番地の3

雄勝郡羽後町西馬音内字本町33番地の1

由利本荘市本荘23番地

由利本荘市岩城内道川字新鶴潟3番地の4

由利本荘市中梵天101番地の1

由利本荘市矢島町七日町字七日町43番地の4

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

青森県

岩手県

八 戸 支 店

青 森 支 店

弘 前 支 店

盛 岡 支 店

八戸市大字八日町25番地

青森市新町二丁目5番11号

弘前市大字代官町26番地の1

盛岡市中央通二丁目2番1号

（0178）43-5121

（017）777-6221

（0172）34-3240

（019）624-3221

　　　＋

　　　＋

　　　＋

　　　＋

北海道
札 幌 支 店

旭 川 支 店

札幌市中央区大通西四丁目6番地1

旭川市四条通九丁目1704番地の2

（011）241-9291

（0166）23-9111

　　　＋

　　　＋

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

鹿角市
花 輪 支 店

毛馬内支店

大 湯 支 店

土日★＋

土日　＋

土日　＋　

（0186）23-3003

（0186）35-3041

（0186）37-2230

鹿角市花輪字下花輪1番地の1

鹿角市十和田毛馬内字毛馬内121番地の1

鹿角市十和田大湯字中田10番地の13

外両

外両

外両

外両

外両

外両

※土曜・日曜営業中（10：00～16：00）

大館・比内エリア

湯沢・稲川エリア

本荘・岩城町エリア

角 館 支 店

田沢湖支店

六 郷 支 店

横 手 支 店

横手条里支店

浅 舞 支 店

十文字支店

増 田 支 店

湯 沢 支 店

稲 川 支 店

西馬音内支店

本 荘 支 店

岩城町支店

本荘東支店

矢 島 支 店

大仙市

（0187）63-1321

（0187）65-2211

（0187）63-1315

（018）892-3114

（0187）75-1005

（0187）72-3111

（0187）56-4116

大仙市大曲須和町一丁目1番3号

大仙市角間川町字東本町70番地

大仙市大曲通町7番15号

大仙市協和境字野田92番地

大仙市字刈和野183番地

大仙市神宮寺字本郷野76番地の9

大仙市長野字柳田48番地

土日★＋

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

外両

大曲南エリア

大 曲 支 店

角間川支店

大曲駅前支店

協 和 支 店

刈和野支店

神宮寺支店

長 野 支 店

にかほ市
（0184）35-2525

（0184）43-5456

（0184）38-2150

にかほ市平沢字旭町5番地

にかほ市象潟町字四丁目塩越69番地の3

にかほ市金浦字堀切51番地の1

土日　＋

土日　＋

土日　＋

鹿角郡
小 坂 支 店 （0186）29-2121鹿角郡小坂町小坂鉱山字栗平25番5 土日　＋

象潟・金浦エリア

仁賀保支店

象 潟 支 店

金 浦 支 店

サービスセンターほか
お 客 様 サ ー ビ ス セ ン タ ー

〈あきぎん〉スマートネクスト受付センター

ダイレクトバンキングセンター

インターネットバンキングセンター

ク レ ジ ット カ ー ド セ ン タ ー

　 （0120）001-260（平日9:00～17:00）

　 （0120）723-860（7:00～23:00）

　 （0120）889-186（平日9:00～17:00）

　 （0120）599-506（平日9:00～17:00）

　 （0120）288-063（平日9:00～17:00）

E B セ ン タ ー

A T M サ ー ビ ス セ ン タ ー

（一財）　秋　田　経　済　研　究　所

　 （0120）288-956（平日9:00～17:00）

　 （0120）646-310（平日9:00～17:00）

　 （0120）886-672（24時間）

（018）863-5561（平日9:00～17:00）

　 （0120）117-075（平日9:00～17:00）

営業時間：平日9：00～19：00（祝日は休業） 土曜・日曜10：00～16：00
※12月31日～1月3日は休業

福島県

新潟県

東京都

インターネット

福 島 支 店

郡 山 支 店

いわき支店

郡山北支店

郡山南支店

新 潟 支 店

東 京 支 店

福島市大町3番30号

郡山市中町14番29号

いわき市平字一町目16番地

郡山市桑野三丁目12番38号

郡山市安積町荒井字石樋83番地の4

新潟市中央区万代四丁目1番2号

東京都中央区京橋三丁目13番1号

（024）522-4175

（024）932-6400

（0246）23-1051

（024）922-6800

（024）946-0211

（025）243-5041

（03）3567-8411

　　　＋

土日　＋

　　　＋

土日　＋

土日　＋

　　　＋

　　　＋　

宮城県
仙 台 支 店

仙台南支店

仙台泉中央支店

仙台市青葉区中央三丁目2番1号

仙台市太白区長町八丁目22番1号

仙台市泉区泉中央一丁目23番地の5

（022）225-8541

（022）246-3711

（022）371-3113

土日　＋

土日　＋

土日　＋

秋田市山王三丁目2番1号 本店営業部1F

秋田市広面字谷地田89番地1 秋田東中央支店内

大館市片山町二丁目3番12号 大館西支店内

能代市字寿域長根54番地の13 能代南支店内

パーソナルプラザ
本 店

東中央

大 館

能 代

（0120）804-874

（0120）804-701

（0120）804-540

（0120）804-778

大仙市大曲須和町一丁目1番3号 大曲支店内

横手市条里一丁目12番21号 横手条里支店内

由利本荘市中梵天101番地の1 本荘東支店内

大 曲

横 手

本 荘

（0120）804-654

（0120）804-225

（0120）804-323

あきぎんこまち支 店

★ …休日20時まで稼働キャッシュサービスコーナー
＋…視覚障害者用ATM設置コーナー
　 …通帳繰越機能付ATM設置コーナー

　 …平日19時まで営業している店舗
　 …外貨両替取扱店外両

土 …土曜日稼働キャッシュサービスコーナー
 （土曜日が祝日でもご利用いただけます。）
日 …日曜日・祝日・振替休日稼働キャッシュサービスコーナー

店　舗

店舗外

（平成28年6月30日現在）

本支店
出張所
インターネット
計
キャッシュサービスコーナー 

95
1
1

97
171
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店舗ネットワーク

南通りエリア

本店・八橋エリア

秋田東エリア

泉・寺内エリア

土崎エリア

秋田市

男鹿市

南秋田郡

能代市

山本郡

北秋田市

大館市

仙北市

仙北郡

横手市

湯沢市

雄勝郡

由利本荘市

山王・割山エリア

本店営業部

八 橋 支 店

秋田市役所支店

県 庁 支 店

山 王 支 店

割 山 支 店

大 町 支 店

秋田駅前支店

南通り支店

楢 山 支 店

馬口労町支店

新 屋 支 店

泉中央支店

泉 支 店

寺 内 支 店

外旭川支店

広 面 支 店

秋田東中央支店

手 形 支 店

桜 支 店

手形北支店

卸 町 支 店

牛 島 支 店

御野場支店

御所野ニュータウン支店

土 崎 支 店

将軍野支店

港 北 支 店

河 辺 支 店

雄 和 支 店

男 鹿 支 店

北浦出張所

船 越 支 店

五城目支店

大 潟 支 店

能 代 支 店

能代南支店

二ツ井支店

鹿 渡 支 店

八 森 支 店

藤 里 支 店

鷹 巣 支 店

阿仁合支店

大 館 支 店

比 内 支 店

大館駅前支店

大館西支店

田 代 支 店

土日★＋

土日★＋

　　　＋

　　　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土　　＋　　

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土　　＋

土日★＋

土日★＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土　　＋

土日　＋

土日　＋

土　　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土　　＋

土日★＋

土　　＋

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

（0185）23-3141

（0185）33-2135

（0185）35-2211

（018）852-3120

（0185）45-2871

（0185）52-7131

（0185）54-6600

（0185）73-3026

（0185）87-3115

（0185）77-3111

（0185）79-1115

（0186）62-1451

（0186）82-3210

（0186）42-2255

（0186）55-2525

（0186）42-1950

（0186）49-3151

（0186）54-3355

（018）863-1212

（018）866-0161

（018）862-3623

（018）860-3574

（018）824-3211

（018）823-3788

（018）823-3131

（018）833-8336

（018）832-4167

（018）834-5745

（018）823-3165

（018）828-2233

（018）864-7421

（018）863-2621

（018）845-6556

（018）868-4111

（018）835-8551

（018）836-5522

（018）834-2171

（018）834-1171

（018）833-6831

（018）862-1751

（018）834-4531

（018）839-0641

（018）826-1771

（018）845-0101

（018）846-4620

（018）846-3001

（018）882-2011

（018）886-2288

秋田市山王三丁目2番1号

秋田市八橋本町三丁目19番26号

秋田市山王一丁目1番1号（秋田市庁舎内）

秋田市山王四丁目1番1号（秋田県庁舎内）

秋田市山王六丁目3番16号

秋田市新屋勝平町2番19号

秋田市大町二丁目4番44号

秋田市中通四丁目5番6号

秋田市中通六丁目3番15号

秋田市南通みその町7番18号

秋田市旭南三丁目5番3号

秋田市新屋扇町12番29号

秋田市泉中央一丁目3番8号

秋田市泉南三丁目17番23号

秋田市寺内堂ノ沢三丁目1番12号

秋田市外旭川八柳三丁目14番52号

秋田市広面字蓮沼93番地

秋田市広面字谷地田89番1

秋田市手形字山崎160番1

秋田市桜二丁目16番12号

秋田市手形字上川原13番地の1

秋田市茨島四丁目7番26号

秋田市牛島東一丁目11番1号

秋田市仁井田本町五丁目11番3号

秋田市御所野地蔵田二丁目1番50号

秋田市土崎港中央三丁目3番11号

秋田市土崎港東二丁目11番40号

秋田市土崎港北四丁目10番15号

秋田市河辺和田字北條ヶ崎12番地の4

秋田市雄和妙法字上大部128番地の2

男鹿市船川港船川字栄町27番地

男鹿市北浦北浦字北浦100番地

男鹿市船越字船越292番地

南秋田郡五城目町字下夕町229番地

南秋田郡大潟村字中央2番地の12

能代市柳町1番18号

能代市字寿域長根54番地の13

能代市二ツ井町字三千苅80番1

山本郡三種町鹿渡字片カリ橋236番

山本郡八峰町八森字中浜60番地の3

山本郡藤里町藤琴字藤琴51番地

北秋田市花園町2番29号

北秋田市阿仁銀山字下新町33番地

大館市字大町19番地

大館市比内町扇田字上扇田80番地の3

大館市御成町二丁目18番38号

大館市片山町二丁目3番12号

大館市早口字上野45番地の10

潟上市
追 分 支 店

天 王 支 店

大久保支店

土日　＋

土日　＋

土日　＋

（018）873-5455

（018）878-9211

（018）877-2122

潟上市天王字追分20番地の1

潟上市天王字二田219番地の113

潟上市昭和大久保字虻川境3番地の10

（0187）53-3111

（0187）43-1311

（0187）84-1011

（0182）32-3150

（0182）32-2081

（0182）24-0550

（0182）42-0081

（0182）45-5271

（0183）73-3111

（0183）42-3100

（0183）62-1131

（0184）22-0921

（0184）73-3311

（0184）24-3363

（0184）55-3122

仙北市角館町田町上丁4番5

仙北市田沢湖生保内字街道ノ上96番地の1

仙北郡美郷町六郷字上町63番地

横手市田中町1番3号

横手市条里一丁目12番21号

横手市平鹿町浅舞字浅舞246番地の1

横手市十文字町字本町9番地の2

横手市増田町増田字石神84番地の2

湯沢市柳町二丁目1番48号

湯沢市川連町字平城下14番地の3

雄勝郡羽後町西馬音内字本町33番地の1

由利本荘市本荘23番地

由利本荘市岩城内道川字新鶴潟3番地の4

由利本荘市中梵天101番地の1

由利本荘市矢島町七日町字七日町43番地の4

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

青森県

岩手県

八 戸 支 店

青 森 支 店

弘 前 支 店

盛 岡 支 店

八戸市大字八日町25番地

青森市新町二丁目5番11号

弘前市大字代官町26番地の1

盛岡市中央通二丁目2番1号

（0178）43-5121

（017）777-6221

（0172）34-3240

（019）624-3221

　　　＋

　　　＋

　　　＋

　　　＋

北海道
札 幌 支 店

旭 川 支 店

札幌市中央区大通西四丁目6番地1

旭川市四条通九丁目1704番地の2

（011）241-9291

（0166）23-9111

　　　＋

　　　＋

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

鹿角市
花 輪 支 店

毛馬内支店

大 湯 支 店

土日★＋

土日　＋

土日　＋　

（0186）23-3003

（0186）35-3041

（0186）37-2230

鹿角市花輪字下花輪1番地の1

鹿角市十和田毛馬内字毛馬内121番地の1

鹿角市十和田大湯字中田10番地の13

外両

外両

外両

外両

外両

外両

※土曜・日曜営業中（10：00～16：00）

大館・比内エリア

湯沢・稲川エリア

本荘・岩城町エリア

角 館 支 店

田沢湖支店

六 郷 支 店

横 手 支 店

横手条里支店

浅 舞 支 店

十文字支店

増 田 支 店

湯 沢 支 店

稲 川 支 店

西馬音内支店

本 荘 支 店

岩城町支店

本荘東支店

矢 島 支 店

大仙市

（0187）63-1321

（0187）65-2211

（0187）63-1315

（018）892-3114

（0187）75-1005

（0187）72-3111

（0187）56-4116

大仙市大曲須和町一丁目1番3号

大仙市角間川町字東本町70番地

大仙市大曲通町7番15号

大仙市協和境字野田92番地

大仙市字刈和野183番地

大仙市神宮寺字本郷野76番地の9

大仙市長野字柳田48番地

土日★＋

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

外両

大曲南エリア

大 曲 支 店

角間川支店

大曲駅前支店

協 和 支 店

刈和野支店

神宮寺支店

長 野 支 店

にかほ市
（0184）35-2525

（0184）43-5456

（0184）38-2150

にかほ市平沢字旭町5番地

にかほ市象潟町字四丁目塩越69番地の3

にかほ市金浦字堀切51番地の1

土日　＋

土日　＋

土日　＋

鹿角郡
小 坂 支 店 （0186）29-2121鹿角郡小坂町小坂鉱山字栗平25番5 土日　＋

象潟・金浦エリア

仁賀保支店

象 潟 支 店

金 浦 支 店

サービスセンターほか
お 客 様 サ ー ビ ス セ ン タ ー

〈あきぎん〉スマートネクスト受付センター

ダイレクトバンキングセンター

インターネットバンキングセンター

ク レ ジ ット カ ー ド セ ン タ ー

　 （0120）001-260（平日9:00～17:00）

　 （0120）723-860（7:00～23:00）

　 （0120）889-186（平日9:00～17:00）

　 （0120）599-506（平日9:00～17:00）

　 （0120）288-063（平日9:00～17:00）

E B セ ン タ ー

A T M サ ー ビ ス セ ン タ ー

（一財）　秋　田　経　済　研　究　所

　 （0120）288-956（平日9:00～17:00）

　 （0120）646-310（平日9:00～17:00）

　 （0120）886-672（24時間）

（018）863-5561（平日9:00～17:00）

　 （0120）117-075（平日9:00～17:00）

営業時間：平日9：00～19：00（祝日は休業） 土曜・日曜10：00～16：00
※12月31日～1月3日は休業

福島県

新潟県

東京都

インターネット

福 島 支 店

郡 山 支 店

いわき支店

郡山北支店

郡山南支店

新 潟 支 店

東 京 支 店

福島市大町3番30号

郡山市中町14番29号

いわき市平字一町目16番地

郡山市桑野三丁目12番38号

郡山市安積町荒井字石樋83番地の4

新潟市中央区万代四丁目1番2号

東京都中央区京橋三丁目13番1号

（024）522-4175

（024）932-6400

（0246）23-1051

（024）922-6800

（024）946-0211

（025）243-5041

（03）3567-8411

　　　＋

土日　＋

　　　＋

土日　＋

土日　＋

　　　＋

　　　＋　

宮城県
仙 台 支 店

仙台南支店

仙台泉中央支店

仙台市青葉区中央三丁目2番1号

仙台市太白区長町八丁目22番1号

仙台市泉区泉中央一丁目23番地の5

（022）225-8541

（022）246-3711

（022）371-3113

土日　＋

土日　＋

土日　＋

秋田市山王三丁目2番1号 本店営業部1F

秋田市広面字谷地田89番地1 秋田東中央支店内

大館市片山町二丁目3番12号 大館西支店内

能代市字寿域長根54番地の13 能代南支店内

パーソナルプラザ
本 店

東中央

大 館

能 代

（0120）804-874

（0120）804-701

（0120）804-540

（0120）804-778

大仙市大曲須和町一丁目1番3号 大曲支店内

横手市条里一丁目12番21号 横手条里支店内

由利本荘市中梵天101番地の1 本荘東支店内

大 曲

横 手

本 荘

（0120）804-654

（0120）804-225

（0120）804-323

あきぎんこまち支 店

★ …休日20時まで稼働キャッシュサービスコーナー
＋…視覚障害者用ATM設置コーナー
　 …通帳繰越機能付ATM設置コーナー

　 …平日19時まで営業している店舗
　 …外貨両替取扱店外両

土 …土曜日稼働キャッシュサービスコーナー
 （土曜日が祝日でもご利用いただけます。）
日 …日曜日・祝日・振替休日稼働キャッシュサービスコーナー

店　舗

店舗外

（平成28年6月30日現在）

本支店
出張所
インターネット
計
キャッシュサービスコーナー 

95
1
1

97
171
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秋田市（山王・大町・川尻地区） 秋田市（泉・寺内・土崎地区）

秋田市（河辺・雄和地区）

潟上市

男鹿市

南秋田郡

能代市

山本郡

北秋田市

大館市

鹿角市

大仙市

仙北市

仙北郡

横手市

湯沢市

雄勝郡

由利本荘市

にかほ市

福島県郡山市

秋田市（秋田駅前・中通地区）

秋田市（秋田駅東地区）

秋田市（牛島・御野場・御所野地区）

秋田市（茨島・新屋地区）

（平成28年6月30日現在）

秋田県庁舎

秋田県庁第二庁舎

秋田県地方総合庁舎

市町村会館

社会福祉会館

市立秋田総合病院

ドン・キホーテ秋田店

保戸野

いとく新国道店

サンライフ秋田

いとく川尻店

マルダイ八橋店

秋田市水道局

秋田魁新報社

秋田プライウッド前

秋田朝日放送前

トピコ（秋田駅ビル1F）

トピコ第2（〃2F）

秋田中央ビルディング（秋田西武）

フォンテAKITA

秋田市民市場

脳研センター前

木内

なかいち

中通病院

イオン秋田中央店

秋田大学

いとく秋田東店

マルダイ広面店

グランマート手形店

秋田拠点センターアルヴェ

秋田大学医学部附属病院

マックスバリュ広面店

ノースアジア大学

赤十字病院

マルダイ新牛島店

大住

イオン御所野店

イオンモール秋田

フレスポ御所野

東北フジクラ

スーパーセンターアマノ御所野店

イオンタウン茨島パワーセンター

秋田卸センター

ナイス割山店

秋田公立美術大学

新屋元町

グランマート泉店

泉ハイタウン

中央市場

ナイス外旭川店

グランマートサンフェスタ店

いとく自衛隊通店

ナイス土崎店

JR土崎工場前

陸上自衛隊秋田駐屯地

イオン土崎港店

いとく土崎みなと店

マルダイ土崎店

県立大学秋田キャンパス

飯島

秋田空港

国際教養大学

潟上市役所

マックスバリュ天王店

テラタ天王店

男鹿みなと市民病院

いとく男鹿店

マックスバリュ男鹿店

スーパーセンターアマノ男鹿店

井川町役場前

井川さくら駅

スーパーセンターアマノ井川店

イオンスーパーセンター五城目店

いとく通町店

イオン能代店

能代駅前

能代工業団地

テラタ向能代店

ザ ビッグ能代長崎店

ショッピングタウンアクロス能代

テラタ南バイパス店

島田病院

山本地方総合庁舎内

能代山本医師会病院

いとく二ツ井ショッピングセンター

　　　＋

　　　＋

　　　＋

土日　＋

土　　＋

土日★＋

土日

土日★

土日　＋

土日★＋

土日★＋

　　　＋

　　　＋

土　　

土

土日　＋

土日　

土日★

土日★＋

土　　＋

土日　＋

土日

土日★＋

土　　＋

土日★＋

　　　＋

土日　

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土　　＋

土日★

　　　＋

土　　＋

土日★＋

土日　＋

土日★＋

土日★

土日　＋

　　　＋

土日　

土日　＋

土日　＋

土日　

土　　＋

土　　＋

土日★

土日　＋

土　　＋

土日　

土日　

土日★

土日　＋

土　　＋

土　　＋

土日★＋

土日★＋

土日　＋

　　　＋

土日★＋

土日　＋

土日

土日　

土日　＋

土日　

土日★

土日　

土　　＋

土日　

土日　

土日★

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土　　＋

土日　＋

土日　

土日　＋

土日　＋

　　　＋

　　　＋

土日

土日　

山本総合支所

三種町本庁

八峰町役場

いとく鷹巣南店

北秋田地方総合庁舎内

たかのすモール

大館市役所

ザ ビッグ大館南店

大館市立総合病院

いとく大館ショッピングセンター

イオンスーパーセンター大館店

いとく樹海店

西大橋

ザ ビッグ釈迦内店

いとく大館東店

イオンタウン大館西

秋田労災病院

大館二井田工業団地

比内総合支所

鹿角市役所

鹿角地方総合庁舎内

いとく花輪店

いとく鹿角ショッピングセンター

大仙市役所

イーストモールタカヤナギ店

よねや大曲ショッピングセンター

イオンモール大曲

グランマート飯田店

バザール大曲店

ツルハドラッグ若竹町店

仙北地方総合庁舎内

パワー大曲店

グランマート中通店

大曲南

リハビリテーション・精神医療センター

マックスバリュ刈和野店

南外総合支所

イオン中仙店

市立角館総合病院

ワンダーモールタカヤナギ

ユーマート大塚店

仙北市西木庁舎

美郷町南行政センター

美郷町役場

イオンスーパーセンター美郷店

平鹿地方総合庁舎内

よこてイースト

よねや南店

よねやハッピーモール

横手西

横手卸センター

バザール横手店

グランマート婦気店

イオン横手店

イオンスーパーセンター横手南店

スーパーモールラッキー

グランマート十文字店

スーパーセンタートラスト雄物川店

湯沢市役所

よねや千石大橋店

湯沢南

雄勝地方総合庁舎内

イオンスーパーセンター湯沢店

グランマート湯沢インター店

バザール湯沢店

町立羽後病院

西馬音内ショッピングセンター

由利本荘市役所

由利地方総合庁舎内

マックスバリュ本荘店

グランマート一番堰店

グランマート本荘南店

カダーレ

マックスバリュ石脇店

県立大学本荘キャンパス

秋田新電元

イオンスーパーセンター本荘店

由利工業

心身障害者コロニー

マックスバリュ新西目店

亀田

マックスバリュ矢島店

マックスバリュにかほ店

にかほ市象潟庁舎

日大工学部管理棟

土　　＋

土日　＋

土　　＋

土日　

　　　＋

土日　

　　　＋

土日　＋

土　

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日★

土日★＋

土日　

土日　

土日

　　　＋

土日　＋

土日★＋

　　　＋

土日　＋

土日　

土日★

土日　

土日　

土日★

　　　＋    

土日　

土日　＋

土日　

土日　

土　　＋

土日★

　　　＋

土日★

土日　

土

土　　＋

土　　＋

土日★＋

　　　＋

土日★＋

土日★

土日★

土日　＋

土　　＋

土日★＋

土日　＋

土日★＋

土日★

土日　

土日　＋

土日　

土日　＋

土日　＋

土日

　　　＋

土日★

土日★＋

土日★

土日　

土日　

土日★＋

土日　

土日　＋

土日　

　　　＋

土日★＋

　　　＋

土日★

土　　＋

土日　

土日　＋

　　　＋

ATM業務提携
（平成28年6月30日現在）
店舗外キャッシュサービスコーナー 土…土曜日稼働キャッシュサービスコーナー（土曜日が祝日でもご利用いただけます。)

日…日曜日・祝日・振替休日稼働キャッシュサービスコーナー
★…休日20時まで稼働キャッシュサービスコーナー　　　　＋…視覚障害者用ATM設置コーナー

ATMネットワーク

サービス内容／お引出し・お預入れ・お振込（セブン銀行、バンクタイムATMを除く）・残高照会
■ご利用には所定の手数料がかかります。（残高照会を除く）　■バンクタイムとの提携は、秋田県内のATMに限ります。
■ATMの営業時間は、提携機関、ATMコーナーによって異なります。詳しくは、各機関のホームページ等によりご確認ください。

◉　　お引出し手数料無料の金融機関

秋 田 信 用 金 庫
羽 後 信 用 金 庫
秋 田 県 信 用 組 合
ＪＡバンクあきた

　「とくだね倶楽部」は、当行とのお取引
内容をポイントに換算し、ポイント合計
によって特典が追加されるポイント
サービスです。
　ATMの利用手数料をはじめ、各種
手数料や金利がお得になるほか、カタ
ログギフトのプレゼントなどもご用意
しております。入会金、年会費等は一切
かかりません。窓口、ATMで入会およ
びポイント確認ができます。

「とくだね倶楽部」で手数料がお得に！

入会金、年会費は 無料！

ローソンATM

◉当行キャッシュカードで全国のコンビニ・ショッピングセンター等のＡＴＭがご利用いただけます

プレミアム
ステージ

ステージ
3

ステージ
2

ステージ
1

3点～ 10点～ 18点～ 23点～

※詳しくは、当行ホームページまたは窓口でご確認いただけます。

ローン金利の引下げ（点数によって「引下げ率」アップ）

カタログギフト
5千円相当

プレゼント（年1回）

貸金庫手数料などの割引

振込手数料割引
（当行ATM・インターネットバンキングによる振込の場合）

コンビニ等ATM利用手数料割引

当行ATM時間外手数料が無料

例えば…
・給与振込

・Only One
クレジット

・公共料金
（電気・ガス・水道）

5点

3つで3点

2点

合計10点

ポイントが増えれば 特典が増える！

「とくだね倶楽部」とは？

（ファミリーマート等に設置）

イーネットATM

平日
日中

（セブン-イレブン等に設置）

青森銀行
岩手銀行

サービス内容／お引出し・お振込（JAバンクあきたを除く）・残高照会
■時間外利用、お振込には各金融機関所定の手数料がかかります。
■ATMの営業時間は、金融機関、ATMコーナーによって異なります。詳しくは、各金融機関のホームページ等によりご確認ください。

24時間ご利用いただけます
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秋田市（山王・大町・川尻地区） 秋田市（泉・寺内・土崎地区）

秋田市（河辺・雄和地区）

潟上市

男鹿市

南秋田郡

能代市

山本郡

北秋田市

大館市

鹿角市

大仙市

仙北市

仙北郡

横手市

湯沢市

雄勝郡

由利本荘市

にかほ市

福島県郡山市

秋田市（秋田駅前・中通地区）

秋田市（秋田駅東地区）

秋田市（牛島・御野場・御所野地区）

秋田市（茨島・新屋地区）

（平成28年6月30日現在）

秋田県庁舎

秋田県庁第二庁舎

秋田県地方総合庁舎

市町村会館

社会福祉会館

市立秋田総合病院

ドン・キホーテ秋田店

保戸野

いとく新国道店

サンライフ秋田

いとく川尻店

マルダイ八橋店

秋田市水道局

秋田魁新報社

秋田プライウッド前

秋田朝日放送前

トピコ（秋田駅ビル1F）

トピコ第2（〃2F）

秋田中央ビルディング（秋田西武）

フォンテAKITA

秋田市民市場

脳研センター前

木内

なかいち

中通病院

イオン秋田中央店

秋田大学

いとく秋田東店

マルダイ広面店

グランマート手形店

秋田拠点センターアルヴェ

秋田大学医学部附属病院

マックスバリュ広面店

ノースアジア大学

赤十字病院

マルダイ新牛島店

大住

イオン御所野店

イオンモール秋田

フレスポ御所野

東北フジクラ

スーパーセンターアマノ御所野店

イオンタウン茨島パワーセンター

秋田卸センター

ナイス割山店

秋田公立美術大学

新屋元町

グランマート泉店

泉ハイタウン

中央市場

ナイス外旭川店

グランマートサンフェスタ店

いとく自衛隊通店

ナイス土崎店

JR土崎工場前

陸上自衛隊秋田駐屯地

イオン土崎港店

いとく土崎みなと店

マルダイ土崎店

県立大学秋田キャンパス

飯島

秋田空港

国際教養大学

潟上市役所

マックスバリュ天王店

テラタ天王店

男鹿みなと市民病院

いとく男鹿店

マックスバリュ男鹿店

スーパーセンターアマノ男鹿店

井川町役場前

井川さくら駅

スーパーセンターアマノ井川店

イオンスーパーセンター五城目店

いとく通町店

イオン能代店

能代駅前

能代工業団地

テラタ向能代店

ザ ビッグ能代長崎店

ショッピングタウンアクロス能代

テラタ南バイパス店

島田病院

山本地方総合庁舎内

能代山本医師会病院

いとく二ツ井ショッピングセンター

　　　＋

　　　＋

　　　＋

土日　＋

土　　＋

土日★＋

土日

土日★

土日　＋

土日★＋

土日★＋

　　　＋

　　　＋

土　　

土

土日　＋

土日　

土日★

土日★＋

土　　＋

土日　＋

土日

土日★＋

土　　＋

土日★＋

　　　＋

土日　

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土　　＋

土日★

　　　＋

土　　＋

土日★＋

土日　＋

土日★＋

土日★

土日　＋

　　　＋

土日　

土日　＋

土日　＋

土日　

土　　＋

土　　＋

土日★

土日　＋

土　　＋

土日　

土日　

土日★

土日　＋

土　　＋

土　　＋

土日★＋

土日★＋

土日　＋

　　　＋

土日★＋

土日　＋

土日

土日　

土日　＋

土日　

土日★

土日　

土　　＋

土日　

土日　

土日★

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土　　＋

土日　＋

土日　

土日　＋

土日　＋

　　　＋

　　　＋

土日

土日　

山本総合支所

三種町本庁

八峰町役場

いとく鷹巣南店

北秋田地方総合庁舎内

たかのすモール

大館市役所

ザ ビッグ大館南店

大館市立総合病院

いとく大館ショッピングセンター

イオンスーパーセンター大館店

いとく樹海店

西大橋

ザ ビッグ釈迦内店

いとく大館東店

イオンタウン大館西

秋田労災病院

大館二井田工業団地

比内総合支所

鹿角市役所

鹿角地方総合庁舎内

いとく花輪店

いとく鹿角ショッピングセンター

大仙市役所

イーストモールタカヤナギ店

よねや大曲ショッピングセンター

イオンモール大曲

グランマート飯田店

バザール大曲店

ツルハドラッグ若竹町店

仙北地方総合庁舎内

パワー大曲店

グランマート中通店

大曲南

リハビリテーション・精神医療センター

マックスバリュ刈和野店

南外総合支所

イオン中仙店

市立角館総合病院

ワンダーモールタカヤナギ

ユーマート大塚店

仙北市西木庁舎

美郷町南行政センター

美郷町役場

イオンスーパーセンター美郷店

平鹿地方総合庁舎内

よこてイースト

よねや南店

よねやハッピーモール

横手西

横手卸センター

バザール横手店

グランマート婦気店

イオン横手店

イオンスーパーセンター横手南店

スーパーモールラッキー

グランマート十文字店

スーパーセンタートラスト雄物川店

湯沢市役所

よねや千石大橋店

湯沢南

雄勝地方総合庁舎内

イオンスーパーセンター湯沢店

グランマート湯沢インター店

バザール湯沢店

町立羽後病院

西馬音内ショッピングセンター

由利本荘市役所

由利地方総合庁舎内

マックスバリュ本荘店

グランマート一番堰店

グランマート本荘南店

カダーレ

マックスバリュ石脇店

県立大学本荘キャンパス

秋田新電元

イオンスーパーセンター本荘店

由利工業

心身障害者コロニー

マックスバリュ新西目店

亀田

マックスバリュ矢島店

マックスバリュにかほ店

にかほ市象潟庁舎

日大工学部管理棟

土　　＋

土日　＋

土　　＋

土日　

　　　＋

土日　

　　　＋

土日　＋

土　

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日★

土日★＋

土日　

土日　

土日

　　　＋

土日　＋

土日★＋

　　　＋

土日　＋

土日　

土日★

土日　

土日　

土日★

　　　＋    

土日　

土日　＋

土日　

土日　

土　　＋

土日★

　　　＋

土日★

土日　

土

土　　＋

土　　＋

土日★＋

　　　＋

土日★＋

土日★

土日★

土日　＋

土　　＋

土日★＋

土日　＋

土日★＋

土日★

土日　

土日　＋

土日　

土日　＋

土日　＋

土日

　　　＋

土日★

土日★＋

土日★

土日　

土日　

土日★＋

土日　

土日　＋

土日　

　　　＋

土日★＋

　　　＋

土日★

土　　＋

土日　

土日　＋

　　　＋

ATM業務提携
（平成28年6月30日現在）
店舗外キャッシュサービスコーナー 土…土曜日稼働キャッシュサービスコーナー（土曜日が祝日でもご利用いただけます。)

日…日曜日・祝日・振替休日稼働キャッシュサービスコーナー
★…休日20時まで稼働キャッシュサービスコーナー　　　　＋…視覚障害者用ATM設置コーナー

ATMネットワーク

サービス内容／お引出し・お預入れ・お振込（セブン銀行、バンクタイムATMを除く）・残高照会
■ご利用には所定の手数料がかかります。（残高照会を除く）　■バンクタイムとの提携は、秋田県内のATMに限ります。
■ATMの営業時間は、提携機関、ATMコーナーによって異なります。詳しくは、各機関のホームページ等によりご確認ください。

◉　　お引出し手数料無料の金融機関

秋 田 信 用 金 庫
羽 後 信 用 金 庫
秋 田 県 信 用 組 合
ＪＡバンクあきた

　「とくだね倶楽部」は、当行とのお取引
内容をポイントに換算し、ポイント合計
によって特典が追加されるポイント
サービスです。
　ATMの利用手数料をはじめ、各種
手数料や金利がお得になるほか、カタ
ログギフトのプレゼントなどもご用意
しております。入会金、年会費等は一切
かかりません。窓口、ATMで入会およ
びポイント確認ができます。

「とくだね倶楽部」で手数料がお得に！

入会金、年会費は 無料！

ローソンATM

◉当行キャッシュカードで全国のコンビニ・ショッピングセンター等のＡＴＭがご利用いただけます

プレミアム
ステージ

ステージ
3

ステージ
2

ステージ
1

3点～ 10点～ 18点～ 23点～

※詳しくは、当行ホームページまたは窓口でご確認いただけます。

ローン金利の引下げ（点数によって「引下げ率」アップ）

カタログギフト
5千円相当

プレゼント（年1回）

貸金庫手数料などの割引

振込手数料割引
（当行ATM・インターネットバンキングによる振込の場合）

コンビニ等ATM利用手数料割引

当行ATM時間外手数料が無料

例えば…
・給与振込

・Only One
クレジット

・公共料金
（電気・ガス・水道）

5点

3つで3点

2点

合計10点

ポイントが増えれば 特典が増える！

「とくだね倶楽部」とは？

（ファミリーマート等に設置）

イーネットATM

平日
日中

（セブン-イレブン等に設置）

青森銀行
岩手銀行

サービス内容／お引出し・お振込（JAバンクあきたを除く）・残高照会
■時間外利用、お振込には各金融機関所定の手数料がかかります。
■ATMの営業時間は、金融機関、ATMコーナーによって異なります。詳しくは、各金融機関のホームページ等によりご確認ください。

24時間ご利用いただけます
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〈特集〉

〈対談〉

◎トップメッセージ
◎〈特集〉  航空機産業の「未来」
◎〈特集〉 クラウドファンディングサービス 「 FAN  AKITA 」

◎地域情報　秋田県大仙市大曲
◎トピックス　「あきぎんの2015年度」
◎業績ハイライト
◎店舗ネットワーク／ATMネットワーク 

4月開校！あきぎん長活き学校

銭谷 眞美 × 湊屋 隆夫 「長活きの秘訣」を、学びあう。
あきぎん長活き学校校長 秋田銀行  取締役頭取

平成28年7月発行／秋田銀行経営企画部広報CSR 室

秋田銀行  ディスクロージャー誌〈情報編〉

2016
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